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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　Minami（south）and　Kiもa（north）Dait61slands，　which　are　geologically　raised
coral　reefs，1ie　in　the　ocean　about　360　km　east　of　the　Ryukyu　Islands．　The£undamental

natural　p玉ant　community　of　these　islands　isゐ厩s古σηαpalm　fores七（Excoecarioformo－

sanae　daitoinsularis－Livistonetum…chinensis　amanoi），which　occurs　fragmentally
on　slopes　closeむ。　old　raised　coral　reefs．　Mangrove　foresも（Brμg厩εrα81y1ηηorrん詑α

community）grows　as　a　relict　along　a　pond　on　Minami－DaitδIsland．　Marsh
communities（Thelypterido－Sclerietum　su瓢atrensis　e七c．）and　several　herb　communi－

ties　remain　Raturally　Qn七he　rQcky　seacQasts　of　both　isiands．

　？he　Daitb王slands　seem乞。　have　been　covered　formerly　by　mixed　forests　o£evergreen

trees　and　L旙sωηαpalms。　Over　the　last　hundred　years，　these　forests　were　thoroughly

destroyed　by　land　cultivaもion　andもhe　rnining　of　phosphate　ore，　and　have　been　changed

mostly　into　sugar－cane　planもations．　At七he　presentもime，　two　forest　types　are　conside－

red七〇beもhe　poten乞ial　natural　vegetaもion，　the　Lεu‘s‘oηαpalm　foresむ（Excoecario　for－

mosanae　daitoinsularis．L、ivistonetum　chinensis　amanoi）on　dry，　dark－red　soil
around　the　hills　and七he　Pεrsεα伽πbθ㎎ε‘f・rest（Fεcαs　sゆerわαvar．ノ¢ρoπεcα一Fεcμ8

而crocαψαcommunity）on　deep，brown　lowland　soil　around　ponds。

　Conservation　of　the　actual　vegeta七ion　and　the　use　of　native　plant　species　in　landscape

planniRg，based　Qn　the　potential　natural　vegetatiQR，is　a至sQ　prQpQsed．

はじめに

　離島では一般に地理的制限を強くうけ，独特のフロ

ラが形成される。さらに，その島の自然環境の諸条件

が厳しく，また，入植が行われている場合は人為的影

響も強く働くことから，残存植生も少なく，植物群落

の発達は大幅に制限される。

　南大東島および北大東島は琉球列島から約36Gkm

も隔たった太平洋上に浮かぶ小群島である。そのフロ

ラの特異性や現存の植生についてはこれまでいくつか

の報告があり（日越　1978，新納・宮城1981）かな

り明らかにされているが，潜在自然植生に関する考察

は，琉球列島全体をみてもきわめて少なく（宮脇・大

野1986，宮脇1989），本調査対象地域ではまだ行

　＊　Contribution　from　the　Department　of　Vegeもation

　　Ecotechnology，王nsちi加te　of　Environmental　Science　and

　　Technology，　Yokohama　N段tional　Univers三ty　1膏。マ

＊＊横浜国立大学環境科学研究センター植生生態工学研究室

　　Department　of　VegetatiQn　Ecotechnology

　　　（1991年9月2日受領）

われていない。

　本報告は繭・北大東島における自然環境と，これま

での人閾による土地の改変などを，現存の植生の変化

を通して再確認したのち，現在における潜在的な植物

群落単位の把握とそれらの配分について考察を行った。

さらに，笹島における今後の植生保護と植生を基礎と

した郷土景観の保全と緑化等について，植生学および

植生生態工学の立場から提言を行った。

　現地調査に際し，北大東村役場，繭大東村役場，南

大東村教育委員会の担当係の方々には種々御協力を戴

いた。ここに記して，深く感謝します。

1．地域概況

　南大東島はほぼ円形の島で面積は30，74k㎡，北大東

島は鈍三角状の形態を示し，面積は12．71k㎡である。

両島は近接しており，その距離は約8kmである（図

1）。

　両島とも隆起珊瑚礁起源の島である。地形は島の外
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　　　　　　　　図1　調査地域位置図，

Fig．1　Geographical　location　of　the　Dait61slands．

周が高さ5～10m内外のきりたった断儘や岩礁より

なり，その内側に隆起石灰岩の露出する礁（幕）壁が

環状に発達している。幕は南北両島とも二重に形成さ

れており，いずれも風化した珊瑚礁が鋸歯状に突出し

ている。内幕が地形的にもっとも高く，海抜40～50

m内外で中央に向かって漸次低くなり，所々にドリー

ネが残存している。中心部分は海抜約2～3mとなり，

池や沼が多く，かつては多数の沼や湿地で被われてい

たといわれるが，現在ではその数は北大東島で約20

個，南大東島では大小合わせて100個にも達している

（図2）。

　両島の気候は年平均気温が約23℃，降水量は2月

の雨量は少ないが年間1700皿田に達し，全体的に亜熱

帯の海洋性気候に属する（図3）。　秋季にはしばし

ば台風の直撃を受け，海波の影響が時に島全体を被う

ことがあるため，作物に与える嵐潮害が厳しい。一方

台風の影響から逃れても干害が島を襲うなど，厳しい

自然環境条件となっている。

　かって，両島は燐鉱石の採掘が盛んに行われた。そ

の際，森林はことごとく伐採されたと伝えられている。

両島における現在の土地利用はサトウキビ栽培が最も

主要な産業であるため，幕を除く殆どの緩傾斜地は広

く耕作地となっている。残存緑地は幕や池周辺に限ら

れている。防風を目的にリュウキュウマツ，モクマオ

ウ，テリハボクなどが移入され，農村景観の主な要素

となっている。

H．調査方法

　現地における植生調査及び植生単位の把握は，ブラ

ウンーブランケによる一連の植物社会学的調査法によ

り行われた（Braun－Blanquet，　J．1964）。現存の

植生は現地調査の資料を基に，既発表資料との比較の

のち決定した。さらに，自然及び代償植生の相互関係
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　　　　　　図2　南北大東島における植生調査地点および地形断面位置図．

Fig．2　Location　of　the　vegetation　surveys　andもhe　cross－section　transect　in　the王（ita（A）

　　　　and　Minami（B）Dait61slands．
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図3　南大東島（大東諸島）および宮古島（南西諸島）の気候ダイアグラム．

Fig．3Climate　diagrams　of　Minami－Dait6－lima（Dait6　islands）

　　　　and　MiyakQ　Island（Nansei　Isla認s）．
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を種組成ならびに土壌条件などの生育立地を比較検討

により，群落環を考察し，そののち潜在自然植生の推

定を行った。植物の学名は宮脇・奥田・望月（1983）

に従った。

　現地調査は1990隼3月21～25日に北大東島で，

1991無2月22～26日に南大東島でそれぞれ行われた。

皿．調査結果および考察

　大東諸島は琉球列島から約380抽離れた大洋島で

あるが，その植物楓は亜熱帯的なフロラを基に，隆起

珊瑚礁に起因する，石灰岩フロラが特徴的である。同

時に，小笠原諸島とともに海上に孤立することからミ

クロネシア要素の植物が分布することで知られている。

　南・北大東島で合計182個の植生調査資料を得た

（図2）。得られた植生調査票は表操作により地域的な

群落単位にまとめられ，琉球列島や小笠原諸島などの

既発表のデータと照合のうえ，以下にのべる群落単位

が確認された。さらにこれまでの大東霧島に報告され

た植物群落のリストと群落環の概念をもとに，自然立

地と潜在自然植生の対癒の考察も試みた。

　1．南・北大東島の現存植生

　　の自然植生

　A．森林植生

　　1．ダイトウセイシボクーダイトウビ麗ウ群集

　　　　（蓑1）

　ExcOecarioformosanae　daitoinsularis－Livist－

onetum　chinensis　amanoi　Niiro　et　Miyagi　1981

　ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集は本調査

地域にあたる南・北大東島おいて，新納・富城（1981）

によって記載されている。本群集の現存植分の植生高

は南大東島で最大18mに達するが，大部分の林分は

12～15mである（図4）。高木層にはダイトウビロウ，

ハマイヌビワ，シマグワ，ガジュマルが優罰し，相観

的にはヤシ科植物，常緑広葉樹および夏緑広葉樹の混

生林である。亜高木層にはダイトウシロダモ，アカテ

ッ，リュゥキュウガキなどが生育している。低木層は

グミモドキ，リュウキュウガキの被度が高く，他にモ

クタチバナ，クロツグ，ダイトウセイシボクが低い被

度で生育している。つる植物のトウヅルモドキ，サク

ララン，フウトウカズラなどが樹：木や突出した岩に絡

みついている。草：本層は一般に被度が低く，シマオオ

タニワタリなどの着生植物のほかは，特定の草本植物

　図4　隆起石灰岩の磁壁に生育するダイトウビロウと常緑広葉樹の混生林（北大東島）．

Fig．4　Mixed　forest　of　palm（乙‘ひε8めπαcん読θηs‘s　var．αmαηoのand　evergreen

　　　　broad－1eaved　trees　on　a　raised　limesもone　slope（Kita－DaitO．jima）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表雀　ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　l．Excoecario　formosanae　daitouinsularis－Livisもonetum　chi豆ensis　amanQi

Typical　subass，典型亜群集
i：　Typical　variant典型変群集　ii：Variant　of　Cαrθκoα肱θηs‘s　var．　roわμs臨ヒゲスゲ変群集

Subass．　of　Plpθrんα2μrα　フウトウカズラ亜群集

Coロ田un玉しy　type： 群落区分 1 2

Seria1　「盲Or：

Relev（…　no．＝

Square　size（㎡）：

Altitude　（蹟）；

Aspectl

Slope　（　。　）：

睦eight　of　tree　iayer（醗）l

Cover　of　tree　layer　（累）＝

Height　of　subt「ee　layer　（皿）：

Cover　of　subtree　layerα）：

Height　of　shrub　layer（田）：

Cover　of　shrub　layer　（Z）：

｝｛eight　of　herb　layer（霞）：

Cover　of　herb　layerα）：

Nu凪ber　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積

海抜高度

方位

傾斜

高木層の高さ

高木層の植被率

亜高木馨の高さ

亜高宋層の植被率

低木履の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本曙植被率

出現種無

　12345678910il12i3！415161718192021222324図D　　HD　　き｛D　　卜｛D　　HD　　MD　　HD　　ト｛D　　トID　　MD　　M【〕　HD　　ト｛D　　MD　　HD　　黙D　　KD　　KD　　KD　　KD　　KD　　KD　　kD　　KD』
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一：群集標徴種・区分種　αりf5‘0πo　ch加επ5f5　var．α漱α㎜f

評εoZit590　∫εγ淫Cεα　var．　αγ98γξtgO

εXCOgCαγ‘α　ノ0γ栩05α陀α　va　r．　dαゴ£0ピ715U乙αγ｛3

一es　of　vari。nし：
ごαLo♪hy～£セ蝋加0ρ飽yπu鋼

Cαγεκ　04触4ε713ごs　var．　γobu5‘｛2

Cα5賦｛zγ｛πα　θqu‘3εεf∫oこごα

魚α蝕｛0こ⑳｛S臓bεUαこα

　ダイトウビロウ　　　Tl

　　　　　　　　　　　T2

　　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　H

　ダイトウシロダモ⊥T2

　　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　　H

　ダイトウセイシボク　S

変群集区分種

　テリハボク　　　⊥T2
　　　　　　　　　　　　S

　ヒゲスゲ　　　　　　H
　トキワギョリュウ　　T1

　シャリンバイ　　　　S

　・　2．33．4　4．4　　・　3．3

4，4　・　　・　L23．4　・

1．2　1．22．22．2　L2　L2

＋　　・　1．2　　…

＋　　＋　L2　　・　L2　　・　＋．2＋．2＋．2

L2　・　　・　十　　十　　・

・　　・　　…　　　　　　i，i

　　，　　　　　　　　　　　　　　．

，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　．　　　　　　　　　「　　　　　　　　　，

・　　・　　…　　　　　　　十

・　2，34。4　　…　　　　　　5．54．32．2　　・　　・　　…　　　　　　3．3　　・　　・　2．2

L2　　・　1．23．33．34．4　2．2

＋　　・　　一←　2．3　 －f－　1．22．2

十　　　・　　…　　　　　　　　　「　　・

　　　・　1．1　2．3　　…

　　　　　　　・　　・　　十　　十

　　　〇　　　　　　　　　・　　　　　　　　　9　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　り　　　　　　　　　噛

　　　・　　＋　　・　1．2　L2＋．2

十

繰・

＋＋．2

・1Ψ1

十　　十

・　　・　5．53．4　1．2　3．4　3．3　　・　2．3　2．3　　・

＋　　＋　2．3　　・　＋．2　　・　　・　1．2　　・　　＋　　・

…　　　　　　　　十　　　・　　十　　　・　　・　　十　　　・　　十

・　2．2　　・　　・　2。2　　・　　r　2．32．2　1．2　　・

＋　2．2　 ＋　÷．2＋．22．32．22．2　　・　÷．2　L2

・　＋．2　・　　・　　・　　・　　・　　・　　…

・　　・　＋．2　　・　　＋　1．2　1．2　 ＋　1．2L2　　・

　　・互，1　・　・

・←　　・　十　　・　十

・　う．2　　・　＋．2　　・

・　2．3　1．2　1．1　三．1

十　　　・　　・　　・　　・　　…

＋．2　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　…

う．2　　・　　・　　・　　・　　・　　・　　…

諮



Differenとial　s　ecies　of　sub己SS．；

0εi‘f5　boπ｛風εれ5f∫

0αγdεπfα」α5蹴翻ofdθs　f．9γ伽dσ己oγα

得θρhγ0乙ε♪ご5　わ｛5εγγαtα

丁星ゆ煽α‘e撒α之α

1～九汰95μC‘θdω1θα

酎εこα掩olε♪15最Uこεig己α畷起105α

＆α批5hu々｛μεれ5ゴ5

Lε5ゴの1仇U50配iqμi艮εγひ戯5
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出現1圓の種Other　co阻panlons：Serial　no．7：Pεεγ｛5γyu靭u飢5f31ノユウキュウイノモトソウH一＋．9：Lθ祉。αε麗しε鵬ocθ帥αこ。　ギンゴウカンS一＋．11：Pf煕5配。触επ5‘5　リュウ

キュウマツT1－2．2，　CLεγod2磁γoれ加8γ肥　イボタクサギS一＋．2，　Pα55f∫Loγα∫08tid4　var。厄5ρfdαクサトケイソウH一÷．14＝1ρo蹴oeα漁dにα　ノアサガオH一＋．15：肱γε巨α厘cγo一

♪妙遅α　フクマンギS一＋，Podoc4γ♪器観4‘ro♪妙昆。　イヌマキS一＋，μf5σω！‘加55加θ箆5f5ススキ紐12．17；Coγ2ごわγ8りf5c妙α　オキナワスゲ”一4、19：Po　1ンgo箆臓。煩πθπ3θva　r．

‘h撚bεγg詔掩u嗣ツルソバH一＋．20＝Asか乙e隆磁殿γobu5‘躁　オ’オトキワシダH一斗．2．21：Pf50PLfαu訊bε既i∫εγαオオクサボクT2－L2．

調査地しocaいons：通し番号Serial　llo．1～16：南大東島Mina函一Dalto－ji離a，17～241北大東島Kita－Daiし。－j　i騒【a．

調査年月日Date　of　reiev6：通し番号Sprial　no．1，2，12～14；24．　Feb。1991，3～8，16：25．　Feb。1991、9～11，15：23，　Feb，1991，！7～19，21，22：23．　Harc卜199⑪，201

22．　Harch　i99G，　23・、　24：　24．　Hardl　i99G．



は見られない（図5，6）。出現種数は今回の調査資

料では平均約24である。

　南北両島間におけるダイトウセイシボクーダイトウ

ビロウ群集の種組成は極めて均質で，互いによく似て

いる。群集の下位区分については表1に示すように，

典型亜群集とフウトウカズラ亜群集に分けられ，亜群

集レベルでの分類は新納・宮城（1981）とほぼ同じで

ある。典型亜群集はすべて南大東島に存在するが，こ

の亜群集はさらに典型変群集と，テリハボク，ヒゲス

ゲ，モクマオウなどによりヒゲスゲ変群集に下位区分

された。一方，フウトウカズラ亜群集は北大東島の金

ての調査資料に南大東島の資料1個が加えられており，

クワノハエノキ，ショウベンノキ，クチナシ，ホウビ

カンジュなどを区分種とする。南大東島における典型

亜群集，ヒゲスゲ変群集区分種の多くは，二次的な林

分に出現する種であることから，南大東島の森林は北

大東島のそれにくらべて，人為的影響がより強く加え

られていることが推察される。また生育地も幕の外側

の乾性立地に偏在している。北大東島の長幕に沿って

生育する林分（おもにフウトウカズラ亜群集）は自然

度が高く，そのため，国の天然記念物に指定されている。

　新納・宮城（1981）はダイトウセイシボクーダイト

ウビロウ群集に類似した群落単位としてアオバノキー

ビロウ群落を記録している。アオバノキの優占する林

分は北大東島大東宮神社付近に冤出された（表1，通

し番号17）が，その独立性については今回の調査で

ははっきりしなかった。

　ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集の残存林

分の多くは，隆起珊瑚礁の露出する長幕に沿ってみら

れ，崖錐下部や開析部分に生育している。傾斜角は殆

どの林分で10～15。を記録している。国内には先端

が突出する隆起珊瑚礁が散在し，その間を風化した土

壌が被っている。石灰岩の影響が，グミモドキ，リュ

ウキュウガキなどの好石灰植物の存在に反映している。

　2．アコウーガジュマル群落（表2）

　　F‘CμSSμperbαvar．ノqpOηεCrF‘C㏄S疵cro－

　　Cαψαcommunity

　アコウーガジュマル群落にまとめられた森林群落は，

ガジュマル，アコウ，タブノキ，モクタチバナなどの

常緑広葉樹にダイトゥビロウが混生している森林で，

現存の林分は高さ9m内外の亜高木林である。低木層

にはクチナシのほか，アダンが高被度に生育している。

本群落にはダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集

の林分内にみられる石灰岩生のグミモドキ，ツゲモド

キなどは生育していない。

　本群落の生育地は南北両島に分布し，いずれも島の
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中央部の凹状地に見出される。林分は池に接した湿性

立地にあるため，土壌は湿っている。

　本群落の現存林分は数少なく，調査資料が不十分な

ため，群落システム上の位置は不明であるが，琉球列

島に分布するガジュマルークロヨナ群集Fico　micro

carpae－pongamietum　pinnataeと類似性の高い

群落単位と考えられる。断片的な林分であるが，潜在

自然植生の推定に貴：重な存在である。

　B．マング隠一ブとその隣接植生

　1．オヒルギ群落（表3）

　　　Brμ9μ‘erα8ツmηorrん‘2αCOInmunity

　南大東島の大池に半かん水の流入する範囲の岸部に

沿って，オヒルギ群落が生育している。オヒルギは優

占種で高さ約61nに達し，モクタチバナ，ダイトウビ

ロウが僅かに混生する。林内にはオヒルギの実生が密

生しており，群落の再生力は高いと考えられる。島の

内部に発達するマングローブ植生の特殊な生態は，他

に例がなく，国の天然記念物に指定されている。

　2．ク溢ミノオキナワスズメウリー口出ハマボウ群

　　集（表4）

　Melothrio－Hibiscetum　tiliacei　Miyawaki　et

　　K．Suzuki　1976

　南大東島の集落に接した池の畔に川目ハマボウの群

落がみられる。群落の高さは約7m，オオハマボウが

優零し，その下層にはアダンが密に生育している。構

成種は少なく，しかも表記の群集標歯種であるクロミ

ノオキナワスズメウリは生育していないが，琉球列島

に広く分布するクロミノオキナワスズメウリーオオハ

マボウ群集の断片的な林分として扱っておく。

　C．岩上低木群落

　1．カラムシー描画イタビ群落（表5－1）

　　　Boeんme磁πεPO几◎珈θα一瓦Cμs　p㏄而乙α

　　　community

　カラムシーオオイタビ群落は隆起珊瑚礁の裸出する

幕上に生育する群落で，新納・宮城（1981）によって

記録されている。本群落はカラムシの優占する単純な

高分から，オオイタビとの混生群落まで，生育地の土

壌の厚さに対応して素数が変動する。

　2。イワザンショウ群落（表5－2）

　　Zα鷹ん0κ：y肱mうεεCんε：yα肱mcommunity

　イワザンショウ（ヒレザンショウ）群落は新納・宮

城（1981）によってまとめられている。本群落は常緑

低木のイワザンショウが優幽する高さ1m内外の低木

群落で，北大東島の幕上に生育している。群落内には
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図5　ダイトウセイシボクーダイトウどロウ群集の内部（北大東島）．

Fig．5　1nterior　o｛an　Excoecario　formosani　insulari－Livistonetum

　　　　　chinensis　amanoi　forest（K：ita－Daito－jima）．

臨悔

騒，

麟護・

．讃幾

縢蘭島・己礪

　　麟な

雨漏 野耀「響

懸駿態
図6　ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集のダイトウビロウを欠く林分（南大東島）．

Fig．6　Forest　stand　lacki鷺g　Lεひ‘sεoηαcん‘ηe几sおvar．αmα几。‘，　in　otherwise　the　same

　　　　　associaもion　as　figure　5（Minami－Daiも。－jima）．
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　　　　　　　　　表2　アコウーガジュマル群落

Tab至e　2．．F‘CμS　Sμperわαvar．ノqρ0厩Cα一瓦C㏄S　m‘CrOCαrPαCOmmUniもy

Serial　no．：

Re】ev6　no．：

Square　size（㎡）：

Height　of　もree　layer　（田）：

Cover　ofむree　layerα）：

He｝9臨t　of　shrub　layer　（田）：

Cover　of　shrub　layer　（鬼）：

Height　◎f　h〔書rb　layer　（m）：

Cover　of　herb　layerα）：

Number　of　species：

通し番号

調査番号

調査面積

高木層の高さ

高木層の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

1　　2
KD　　図D

18　101
100　300

　9　　9

80　90
　5　　4
60　　30

0．4　0．5

30　　15

13　　13

　FICU3而cγOCαγ♪α

　Ffc祉S　3u♪εγ～｝4　var．　」αf｝07乞ICα

S　ecies　of　hi　her　un圭ts：

群落区分種

　ガジュマル

　アコウ

上級単位の種

　モクタチバナ

T　5．4　3．2
S　　＋．2　　．

τ　　1．1　3，2

Aγd｛5fごz　sfθboLd｛f

Pθγsεα　孟h琶7とb8γgff

θ｛zγdε箆fα」α5蹴fπo≦d8∫　f．　9γα賊ゴ∫Loγα

Co削　anions：

　P飢d¢箆1↓50doγα巨55勲U5

F｛c毯sひ｛γ9¢tα

乙葦かf5‘0πα　C｝し｛7tε7乞5f3　var。　の展απ0｛

タブノキ

クチナシ

随｛半種

　アダン

ハマイヌビワ

ダィトウビロウ

T

S

H

T

S

T

s

S

臼

s

T

S

H

L1
1．2

L2
L1
十

2．2

L2
2．3

＋、2

1．1

1．2

2．2

L2

3．4　2。3

1．2

十　　　　十

．　3．3

＋　　2．2

　　　＋．2

出現1回の種0しher　cQ即aRiQns：Serial　nQ．1：F｛c薦eγεc‘αvar．　bεεchεyα麗ケイヌ

ビワT－1．1，3c乱εノ∫掬γαodo蝕y昆¢フカノキT－1，1、　F蝕gε昆αγ毎ε猷1｛cα　トウツルモ

ドキS一＋，Pαθdεγ語5c飢d飢5　var，拠αfγ戯ヘクソカズラH一÷，惚ρ解oL⑳お配γ5協混α

ヤンバルタマシダH一＋．2．2：8｛5cた。∫∫1α」ω飢｛oα　アカギT一＋，　R短擁fo乙θρf5㎜bθL－

Lαεα　シャリンバイS一＋，P乙疎。汽侃θ1Lαobo槻£α　アカテツS一＋，　Moγu5αu3tγ認15シマ

グワS一＋，Cydo50糧5‘πteγγu♪施5　テツホシダR－1．2．

調査地Locat三〇ns：通し番号Serial　no．1：北大東島KIta－9aito－ji迅a，2：南大東島　断

na麟一Daito－ji田a．調査年月日Date　of　relev㌫　通し番号Seria玉n◎．1：図arch　23．

1990．　2：　Feb．　26，　1991．
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　　　　　　　　衷3　オヒルギ群落

7able　3．　Br㏄8砿lerα8ツη鴉orr漉2αcommunity

Ser童a叢　no．：

Re玉ev6　no．：

通し番号

調査番号

Al蹴ude（田）＝　　　　　　海抜高

Square　size（㎡）：　　　　　調査面積

Heighit◎f　shrub　Iayef（蹴）：低木層の高さ

Cover　of　s卜rub　Iayer（％）：　　｛医木層植被率

Height　oξ，he由Iayer（鼠）：　草本層の高さ

C◎ver　of　he由1ayer（％）：草本層軍鼓率

？otal　no　oゴsp㏄ies：　出現種数

　1　　2　　3　　4　　5

潟D　蛎。　翻　　岡0　肋

10　　13　　102　　103　　104

　2　　2　　2　　2　　2
50　　　30　　　30　　　48　　　36

　7　　6　　6　　6　　6

90　90　9◎　100　90
L5　　2　　1　　正　1
70　　　80　　　20　　　60　　　30

　5　　4　7　　3　5
Dlffereロむial　sρ㏄三es　of　c㈱揺．：群落区分種

B㎎星｛εγαgy㎜γγ乱｛zユ

Co厩panions＝

Aγd｛5fα5fεわoZd鷲

OycLo50γ鵬　ぎπεεγγ纏｝tu5

αα1ゴ躁‘短㎜5ε

L加乏5‘o㎜c姫㎜5f5

　　　var。㎜）Z

Pの伽50（丘）γα重｛∬f綴蕊

θαγd烈fα」疎f⑳重dε5

　　　f．9γの漉∫↓oγ復

F｛CU5　配fcγOCαγ≠♪α

オヒルギ

随伴種

　モクタチバナ

テツホシダ

ヒトモトススキ

ダイトウビロウ

アダン

クチナシ

ガジユマル

S　5・5　5・5　4・3　5・5　5・4

H　4●4　4・4　2・3　4●4　3・3

S1・119正　・　・
H　・　　・　2・2　1・2　÷

劃　＋・2　＋　　÷

H　＋　L2　÷

S　＋　　・　2・1

H　・　　。　　・

S　・　　・　3・4

2・1

十

十

S・　・1・1・　・
S　　…　　　　　　　　　292　　1・1

調査地Lo（凱ions：通し番号Ser三aho．1－5：南大東島hina魁i－Daito－」玉麟a．

調査年月日Date　of　reユev¢＝通し番号Serial　no．1，2：Feb．23．三991，

3－5：　Feb．　26．　199王．

表4　クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集

　　嬰able　4．　Melothrio－Hibiscetum　tiliacei

Serial　no．：

Relev6　no．：

画It三tude　（団）：

Square　s葦ze（㎡）：

He1ghit　of　tree　layer　（田）：

αwer　of　tr㏄！ayer（％）：

Heighit　of　shrub　layer　（蹴）：

C◎ver　of　shrub　1ayer　（冨）：

Height　of　herb韮ayer（斑）：

＆）ver◎f　herb　layer（％）：

Hu国ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植鍛率

草本穫の高さ

草本層植被率

出現種数

　1

牲D

　2

　7
80

1．5

　1

　5

　2

2

hD

31

2

7

90

1

5

0．3

　2

　3

　3
KD

60

30

100

　5
100

0．5

　5

　4

Characteτ’and　d1fゴerenも董a玉　species　of　ass．

旋わ｛5αユ5t｛乙fα：郎

P㈱5α加惚εf53f螂

群集標徴種・区分種

　オオハマボウ

アダン

T

S

S

縫

5・5　5・5　・

÷。2　正・2　5◎5

2・3　1・2　・

十　　　・　　　・

出現1回の種　C（踊panions：Serial　no．　2：Cこθγo（掘π肌fれ8η㎎イボタ

クサギS一＋，3；隔㎝5tγαZfαシマグワH一＋，κεo乙｛t5θ05εγ｛εεαvar．

8γgε撹εαダイトウシロダモ降＋，Pεγ5εa録㎜めθγg涯タブノキH叶．

醐査地㎞鍼ons：通し番号Serial　no．1－2：南大東鳥冠ina蹴1－Daiも。－j　i陥，

3：北大東島Kita－Baito－ji翻a．　調査年月日D撚e　of　relev6：通し番号

SeriaI　no．　L　2：　Feb．　24．　1991、　　3：　酷rch　25．　1990．
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他にカラムシ，ガジュマル，サクラランが混生してい

る。イワザンショウは多数分枝し，密に葉をつけてわ

ずかながら風衝形を示している。

　イワザンショウは琉球列島と小笠原諸島に分布し，

その生育地も隆起珊瑚礁という特殊な立地である。小

笠原諸島ではセイロンベンケイーイワザンショウ群落

が報告されているが，本群落はその類似植分と考えら

れる（宮脇1989）。

　3。シャリンバイ群落（表5－3）

　　R加ρ隔。麺ρ∫S配ηのθ∬αオαcommunity

　シャリンバイ群落は南大東島に分布し，新納・宮城

（1981）によってまとめられている。今回の調査では

本群落は高さ2m内外の常緑低木林で，懇懇イタビ，

シャリンバイ，ハマイヌビワが優毒し，アコウ，ガジュ

マルが低い被度で混生する。群落はやや風化の進んだ

隆起珊瑚礁上に生育している。

　4．ダイトウワダン～ガジュマル群集（表5－4）

　　　Crepidiastro　lanceolaむi　daitoensis－Ficet－

　　　um　microcarpae　Niiro　et　Miyagi　1981

　ダイトウワダンーガジュマル群集は新納・宮城

（1981）によって群集の記載が行われている。本群集

は常緑広葉樹の低木林であって，ガジュマル，アコウ，

ハマイヌビワなどおもにイチジク属の数種が混生する。

群集峻拒種のダイトウワダンはホソバワダンの変種で

あり，北大東島に固有である。群集の生育地は聡大東

島に限られ，同島の内幕の急傾斜の斜面一帯に分布し，

土壌の堆積の少ない乾燥した立地に土地的終極相とし

て生育している。

　D．海岸低木群落

　1．ハマゴウ群落（i表6－1）

　　　V「髭eκro6㏄ηdむ『oZεαcommunity

　ハマゴウは海岸の砂丘の後背の半安定地に生育する

ほふく性の低木であるが，砂丘の少ない南北両島では

その生育立地は限られている。新納・宮城（1981）は

ハマゴウ群落として報告している。琉球列島に分布す

るハマゴウ群落はクロイワザサを区分種としてクロイ

ワザサーハマゴウ群集とされているが，本地域の植分

はこれらに比べて構成種が少なく断片的である。

　2。モンパノキークサトベラ群集（表6－2）

　　　Messe「schmidio－Scaevoletum　むaccadae

　　　（Ohba，　Miyawaki，　et　Tx，1973）Miyawaki

　　　et　K．　Suzuki　1976

　モンパノキークサトベラ群集は琉球列島に広く分布

し，海岸岩礁地帯上の後背部に発達する常緑の低木林

である。本調査地域では植生高は1m内外でやや低い。

モンパノキの方がクサトベラに比べて常在度が高く，’

その白緑色の大きな葉を持つ個体群は，凹凸の激しい

　　お犠　

　囁　　、

獲露勢、

　　　　　　　　　　　図7　隆起珊瑚礁を被って生育するモンパノキ（爾大東島）。

罫i9・7　Messεrscんm雌ααr8θ漉eαon　the　outer　slope　of　an　old　raised　coral　reef（Minami－Daiも。－jima）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　隆起石灰岩地め岩上，岩壁植生

　　　　　　　Tab墨e　5．　Vegetation　on　the　walls　and　cliffs　of　the　raised　limestone

1．カラムシー出面イタビ群落1．80eん肌εrぬ厩poηoη乞ひeα一F‘cμs　p雄説Zαcommunity

2．イワザンショウ群落Zαπ仇。κ：yZμmわθecん2：ソαημm　community

3．シャリンバイ群落RんαP配oZ¢ρおμηめεZZα古αcommunity

4．ダイトウワダンーガジュマル群集Crepidiastro　lanceolati　daitoensis－Ficetum　micr。carpae

C〔個uniしy　しypes： 群落区分 1 2 3 4

距rlal貸。．：

Relevぞ…　no．：

　　ψ

恥t酵of　retev奄：

へ1tiωde（駆）：

Square　size（㎡）：

｝｛ei呂暫■し　of　shn」b　1ayer　（臨）：

Cover。f　shn心layerα）：

｝Mghし。f　herb　layer（謹）：

⊂⑪賢≧r　Qξ　herb　layer　G9：

〔。ver　of圏αSS　layer《玲＝

Mu恥旋r　of　relev壱：

A、幽εrage　 ni潟ber　of　騨i鈴＝

ヨ鵬ber　of　騨ies＝

通し番号

調査番号

羅年月日

海抜高度

調査面積

低木層の高さ

低木層の植被率

華本層の高さ

草本層望地率

コケ層檀被率

三里人数

平均出現種数

澱

　1　2　3
組）　ゆ　KD

33　43　32
じ窪｝’9D’go

3　3　3
泌　24　24
国　60　54

20　25　25

0．4　0．6　G．5

8Q　gQ　マ0

2　4　3

　4

↑一3

5

14

3．9

　5　6
ゆ　ゆ

45　3
’go’go

　3　3
24　22
α）　56

　6　25

　－0．8

　－　70

　10．2

田　2Q

4　12

　7

τ一3

7

12

3。3

　8　9
KD　HD

44　3
Ugo’91

　3　2
24　23

60　45

工6　5

L2　1．2

9Q　マQ

　　10

10　　　11　　12　　　13　　　14　　　15　　　16

MD　　剛）　　K【）　　κD　　↑一3　　τ一3　　↑一3

　2　　14A　　l5　　｝6　　　5　　6a　　6b

’91　’91　991　聰91

　2　2　2　2
％　24　24　24
45　65　65　65

　5　16　20　16
　－　1．6　2．0　1．6

　－　go　go　gQ
lg5　0．2　0．6　0．2
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隆起珊瑚礁とともに本地域の海岸の景観を特徴づけて

いる（図7）。新納・密城（！981）も本地域でモンパ

ノキークサトベラ群集として報告している。

　3．アダン群集（表7）

　　　Pandaneもum　tectorii　Miyawaki　et　al．1974

　アダンは亜熱帯から熱帯に広く分布する常緑の低木

植物である。南北群島にもアダンは広く生育し，海岸

や池の岸に密生する。植生の高さは2～2．5m，アダ

ンが優下してほとんど純群落を形成するが，回復途中

の植分ではススキの片聞も高い。本群落はアダンを標

蓮華とするアダン群集にまとめられた。新納・宮城

（1981）も本地域でアダン群集として記録している。

　E．海岸隆起珊瑚礁上の植生

　蓬，イソフサギ群集（蓑8－1）

　　　Philoxeretum　wrightii　Miyawaki　et　K：．

　　　Suzuki　1976

　海岸断崖の水際で常に波の飛沫を受ける岩石地で，

岩の隙間を埋めるようにイソフサギが高い先度で生育

している。新納・宮城（1981）もイソフサギ群集とし

て記録している。

　2．ミルスベリヒユ群集（表8－2）

　　Sesuvietum　portulacastri　Niiro　et　Miyagi

　　1981

　ミルスベリヒユ群集の記載は本調査地域で，新納・

宮城（1981）によって行われている。本群集は多肉植

物のミルスベリヒユ（シロミルスベりヒユ）が主要な

構成種である。本群集の生育立地はイソフサギ群集に

近接しているが，岩の間の窪地で砂が僅かに堆積して

いる。さらに，しばしば海水の飛沫を浴びるため，土

壌は湿っている。

　3，アッパクコ群集（表8－3）

　　Lycietum　griceoli　Ohba　et　Sugawara　1977

　アツバクコ群集はアツバクコによって標徴される群

集で，小笠原諸島で記載されている（大場・菅原1977）。

アッパクコは高さ30～50cmのナス科の低木で，名前

の示すように肉厚の葉を持ち，凹凸の激しい岩場に塩

分と乾燥に耐えながら疎らな群落を形成する。アッパ

クコと共存する種はシロミルスベリヒユのほかは少な

い（表のa，シロミルスベリヒユ亜群集）。新納・宮

城（1981）もアッパクコ群集として記録している。

　4．ウスジロイソマツ群落：（表8－4）

　　ゐεmoη謡肌ωrε9ん厩f．αZわ0一臨θSCεηs　comm－

　　unity

　ウスジロイソマツ群落は岩礁地のやや乾性な岩隙地

に生育している。ウスジロイソマッはイソマツの品種
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であるが，新納・宮城（1981）はフロラ的な特徴を持

つことからその独立性を示唆し，ウスジロイソマッ群

落として記録している。琉球列島には三種のイソマツ

の他に黄花品種のウコンイソマツが知られているが，

これらの生育植分は植物社会学的にはイソマッーモク

ビャッコウ群集に含められている。品種の違いを考慮

に入れなければ，このウコンイソマツの植分もイソマ

ツーモクビャッコウ群集に含められる◎しかし，本群

落はモクビャッコウが脱落しているため，同群集の断

片的な群落と考えられる。なお，小笠原諸島（硫叢島）

には，イソマツを欠くモクビャッコウ群落が分布する。

　5．オオソナレムグラ群落（表8－5）

　　Hθd：yo古ε81砿瞬αηs　community

　新納・宮城（！981）にはオオソナレムグラ1種を区

分種として気葉ソナレムグラ群落が記録されている。

今回の調査でもオオソナレムグラの吟歩がいくつか記

録されたが，他の群落にも出現し，独立する群落単位

であるかは疑問である。群落の典型的な華分は断崖地

の岩棚に，ボロジノニシキソウーミズガンピ群集に接

して存在する。また，踏圧を受けた人為的な半分では

コウライシバの植被率が高くなる。

　6．ボロジノニシキソウーミズガンピ群集（表8－6）

　　Euphorbio　sparrmanni－Penphisetum　aci－

　　duiae　Niiro　et　Miyagi　1981

　ボロジノニシキソウーミズガンピ群集は新納・宮城

（1981）によって本調査地域で記載された。ボロジノ

ニシキソウは大東島に固脊の種といわれている。ボロ

ジノニシキソウの生育状態をみると，海岸の岩場の平

坦面や窪地の砂まじりの土壌上に比較的広い範囲に見

出され，ミズガンピ（表のb），ハマウド（表の。），

ハギカズラ（袈のd）などを含む下位の単位を記録し

たが，とくにミズガンピとの結びつきは強くない。従っ

て，本群集ではボロジノニシキソウはミズガンピ群集

の地域的な区分種として扱うことが妥当と考えられる。

　ミズガンピは琉球列島に広く分布するが，ミズガン

ピ植分を群集レベルで扱った記載はみられない。

　7．シオカゼテンツキ群落

　　Flηめr硬y屍S　CツmOSαcommu漁ity

　新納・宮城（1981）は本：調査櫨域ではシオ野馬テン

ツキの植分をハマエノコロ，ヘンリーメヒシバを区分

種としてシオカゼテンツキ群落にまとめている。シオ

カゼテンッキは関東地方から西の亜熱帯，熱帯に広く

分布する小型の多年生草本植物であり，海岸の岩場か

ら，波打ち際のタイドプールなどに生育している。シ

オカゼテンッキは今回の調査ではミルスベリヒユ群集，

アッパクコ群集などいくつかの群落に出現している。
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表6　海岸低木群落

Table　6．　Scrub　communities　on　coastal　cliff　and　dunes．

　　　1．Vε亡θκro加η（1ヴoZlαcommunity　ハマゴウ群落

　　　2．Messerschmidio－Scaevoletum　taccadae　モンパノキークサトベラ群集

Co㎜unity　types：

Seria巨　no．：

Relev（…no．：

A猛titude　（酪）：

Aspect：

Sioρe（・）：

鋤are　size（㎡）：

Heighit　of　shrub　呈ayer（閑）：

Coりer　of　shrub　layer　（％）：

Helghもof　herb蓋ayer（臨）：

C《》ver。f　herb　layer（％）：

Total　Ωo　of　species

群落区分番号

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木層植剛率

草本屠の属さ

草本濯植被率

出現種数

　1
kD

24

10

　鯉

　3

L2
go

1

2　　3

鰹D　KD

74　　9

15　15
日

Io

1．2

90

　0．8

　　90

5　　4　　6

　4
KD

15

　H
10

15

　1
90

0．3

80

　3

2

5　　6

hD　灘D

22　75
18　15

4G

1．2

60

5

1．3

80

0．5

10

　4

Dlfferentia三species　of　co鵬閑．：群落区分種

　γ託εx1り加ηdヴ∂乙fo　　　　　ハマゴウ　　　S 594　5。5　2・2　4。4　　・

　3c紹か。肱∫εγfcεα　　　　　クサトベラ

　梅55εγ5C順｛d忽α㎎例1£εα　　モンパノキ

Co閉pa巨玉ons：　　　　　　　　　　　　　　　　随｛半種

　‘αγε】roα九U⑳雄f5　V．γobu5‘α　ヒゲスゲ

　A㎎εL記α」⑳㎝f‘α　　　　ハマウド

　θαZ㏄巨α毎5配7η｛　　　　ハギカズラ

　むy‘｛㎜9γf5ε0乙U蔽　　　　　アツバクコ

H　・

o

S　　・

H　＋

H　2・3

継　・

・　　5・4　3・3　2・3　3・4

・　　　・　　3・2　3・2　　1・2

÷・2　＋

＋・2

1・2

÷　　　・

＋・2　筆

．　　　　　　　　　　　■

・

1・2

出現1園の種Other　co糊panlons：1：3εtαγfo”fγ｛d｛εvar．かα＝妙5雄。九y5ハマエノコロ

2・2，F漁bγ｛5tyL｛3（正｛chρtσ融テンツキ2・2，2：Zoys｛“tε搬£｛∫o巨4　コウライシバ

｛・2，　3：0ズα乙fs　coγπfc威σ£2　カタバミ壬，翫5c⑳しt繊55fπ例5ゴ5ススキ＋，5：F｛α6

而。7ηcαゆαガジュマル＋，　P佛ψ飯5㏄f血惚ミズガンピ＋・2，6：Ff始γfstyど5　c鋼05α

シオカゼテンツキ＋・2．

調査地しocatlons：通し番号Ser…al　no．1，3，4：北大東島Kita－Dalto－ji醜a，2，5，

6：南大東島猷n鵡1－Daito－j　ima．調査年月日Date　o£relev6：通し番号Seria至no．
1，　3，　4：　トlarch　23。　19901　2，　6：　Feb．　25．　1991，　5：　巨eb．　24．　1991．

Ser圭aI　no．：

1～elev｛｝　no。：

AItit駅圭e　（麟）：

Asp㏄t：

Slope（．）：

Square　s圭ze（㎡）：

　　　　表7　アダン群集

Table　7．　Pandanetum　tectorii

琵eighi亀of　s卜rub　layer（親）：

Cover　of　s卜rub　layer（％）：

He萱ght　of　herb　layer（随）：

Cover　of　herb　Iayer（鬼）：

Total　no　of　species

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

低木屠の高さ

低木屠植被率

草本穰の高さ

草本罹檀被率

出現種数

　1
MD

61

40

SE

　5
200

1．5

90

2

岡D

77

15

100

L8
1oo

2　　2

　3
腔D

15

SE

　5
30

　2
ioo

O．3

　5

　4

4　5
呂D　麗0

27　26
22　22

2．5

100

0．3

　5

　4

20

2

90

0．4

　4

Character　species　of　ass．：
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表8　海岸隆起珊瑚礁上植生

Table　8　Vegetation　on　the　raised　coral　reefs　in　the　coasts

1．イソフサギ群集　Philoxereもum　wrightii
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Serial詠。。：

1～e董ev（…　00．＝
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旺eig卜t　of耀しat董oo　（㎝）：
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表8つづき　Ta凌）le　8　continued

4．ウスジロイソマツ群落　窺moη彪肌ωr‘g配‘‘f．αZbo－Zμ‘θscεπ8　community　　　5．オオソナレムグラ群落　Hεφyoε‘s　Z鵬μrlα几s　comlnunity

6．ボロジノニシキソウーミズガンピ群集　Euphorbio　sparrmanni－Pemphisetum　acidulae
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従って，群落の独立性を示す資料を得ることができな

かった。

　F．池沼植生

　1．イバラモ群落（表9－！）

　　Nのαsmαr魏αcommunity

　南大東島の中央部湿地帯の池に接する水深30cmの

溝でイバラモ1種が繁茂する沈水植物群落が記録され

た。

　2．ヒメガマ群落（表9－2）

　　乃Pんααπ9臨α‘αcommunity

　南大東島の中央部にある水深約50cmの池畔に，ヒ

メガマが単独で生育している。ヒメガマの分布は広く，

北海道から琉球列島まで我が国のほぼ全域に分布して

いる。ヒメガマは海岸埋め立て地などに一般的な耐塩

性のある植物でしばしば単独あるいはヨシと混生して

群落を形成する。

　3．フトイ群落（表9－3）

　　SψρμS‘αうθrπαθητ0π‘αηオcommunity

　前述のヒメガマ群落とともに南大東島の湿地に高さ

180cmに達する抽水性のフトイ群落が記録された。フ

トイは北半球に広く分布し，特に北方では良く発達す

るが，暖地では生育力は低ヌ，共存する種も少ない。

　G．湿原植生

　葉．テツホシダークロミノシンジュガや群集（新）

　　　（表9－5，通し番号10－18）

　　　Thelypterido－Sclerieもum　sulnatrensis

　　　aSS．　noV．

　テツホシダとクロミノシンジュガヤは共に南北両島

の湿地に広く生育する草本植物で，互いに混生し，常

に100％に達する植被率で湿生草原を形成している。

テッホシダは我が国では伊豆半島より西に分布し，海

岸に近い湿地に生育している。これに対し，クロミノ

シンジュガヤは東南アジアの湿地に広く分布するが，

我が国では南・北大東島にのみ分布が見られる。

　クロミノシンジュガヤで特徴づけられる群落の記載

は新納・宮城（1981）はテッホシダの優占植分をテッ

ホシダ群落，テッホシダとクロミノシンジュガヤの混

生植分をクロミノシンジュガや群落として報告してい

る。また，奥田（1989）は琉球列島の低層湿原をまと

めた際に，この群落の組織について言及している。ク

ロミノシンジュガヤが明瞭な相観と立地的な特徴をも

っこと，及び分布が限られていることなどから，テツ

ホシダとクロミノシンジュガヤが混生する群落をここ

に新群集として記載する（正規準：調査番号KD　2G）。

　テツホシダークロミノシンジュガや群集は高さ150

纒 齪
魏

図8　池畔に発達したテツホシダークロミノシンジュガや群集内のクロミノシンジュガヤの今戸（北大東島）．

　　　　Fig．8　Spikes　of　ScZθrεα8㏄πLα古reηs‘s　in　a　stand　of　Thelypterido－Sclerietum

　　　　　　　　sumatrensis　onもhe　edge　of　a　pond（K：ita－Daitoづima）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表9　湿原植生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab至e　9．　Marsh　communities
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Cover　of　vegetation　㊤Ω：

轍且1丘〕er　of　s閃二ies：

翻通し番号
翻
細線顯辮
囎

　　1　　　2　　　3　　　4　　　　　　　　　5
1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　正7

醸）雌）M｝』の矧〕匙の避〕籾冊KD田〕KD｝①KD　KD　KD　KD
82　　83　　84　　81　　85　　79　　41　　4｛〕　39　　20　　49　　50　　53　　56　　57　　48　　52

11122222233．33333310　　6　　6　　25　　8　　16　　8　　8　　12　　25　　i6　　16　　16　　9　　16　　16　　16

一　　　一　　　一　190　150　140　i80　　60　　60　100　130　150　160　150　150　12｛｝　130

90　　90　　90　　70　　60　　70　　80　　90　　90　103　　85　100　100　100　1aO　　96　　9e

11112122222222223

　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　7　8
18　　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30

一．宴ｳ陶囲楓）纏）柵陶雌）圃醸〕圃團
一　　51　　正1　　正2　　34　　36　　8｛｝　86　87　　33　　37　　35　　54

－322222222223－　　12　　夏O　　lO　　20　　20　　25　　10　　25　　16　　25　　　9　　10

－　180　200　180　220　160　150　140　160　20G　140　100　　30

－　　90　100　　95　100　100　　90　100　100　10｛｝　100　　9G　　90

－343324334532

置

9ifferential　species　of　（x〕ImL：

　四脚融γ漁
D呈fferential　species　of　comm」：

助肱郷£αε腐
Differentia玉　species　of　（xx旧し：

　翫f榔ε蜘勉巨
D三fferential　species　of（x瓢：

㎞fα耀！γ勲5

　繊ゴγ徽漉z1昏乱
働ar哉cter　species　of　ass．：

　翫エεγf農5㎜εγ烈5ゴ5

　のdo㎜5掘伽φ孟欝
Character　species　of　ass。：

　α認ゴ繊｛藏臓5θ

D玉fferential　specles　of　cα皿：

　勘伽γ｛瓢πゴ鵜ゴ5
ケ日fferential　species　of（x〕〔田し：

　Ef伽搬加。名塔5ゴρε3

α即ani◎αs：

　Pヒ謎3dbγfa　5Cα髭匡邑ε7L＄　var．　磁｛γ8f

　8㎎ゴ8m駆融fzα
　α虹εz肱ユ5f復まfc復

群落区分種

　イバラモ　　　　　5．55．55．5．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　6　．　．　．　．　，　．　．　．　．　．　．　．
群落磁分種

　ヒメカ「マ　　　　　　　　．　．　．　4．4　十　．　．　．　，　．　．　の　．　．　．　，　．　曾　．　．　．　．　．　．　．　層　．　．　．　．

　フトイ　　　　　　．　幽　9　．4，34．45。5唱　。　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　－　．　．　．　．　．　．　．　7　，

　ノ＼イキビ　　　　　　　　　．　　。　　。　　．　　．　　．　1．25．55．5　．　　．　　。　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　，　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　7　　．

ヒロバノクロタマカヤッリ　．　．　．　，　．　，　．呪21．2．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　G　．　．　．　．　．　．

　クロミノシンジュガヤ　．　．　．　．　．　．　．　．　．　5．53．35．44．44．43．34．42．3　V　L2　．　．÷．2　．　＋．2L2七21．2L2　．　．

　テツホシダ　　　　　．　．　．　．　．　．　．　．　．4．45．43．35．45．55．55．55．4V3．31．22．3＋　1．22．32．22．32．2÷．21．2．

　ヒトモトススキ　　　．　．　．　．　，　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　15．55．55．55。55．55．55．5既55．55．5．　．

　アンペライ　　　　　．　．　。　。　．　．　．　．　。　．　．　6　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　。　．　＋2．25．5．

　ホテイアオイ　　　　　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．5．5

樋　ヘクソカズラ　　　　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．＋．2＋．2。　．　．　．　．　．　．　．　．　．　，　．　．
　オヒルヰf　　　　　　　．　．　．　　．　．　．　9　　．　．　．　．　．　．　．　．　　．　冒　ロ　　．　1．2　十　　．　　．　．　．　．　．　．　暫　．

　ツボクサ　　　　　　　　．　．　．　．　．　曾　．　．　．　．　．　．　．　曾　．　．　．　．　．　．　．　ゆ　．　．　．　．　．　＋　＋．2　．

出現1回の種Other㏄卿anions：通し番暑Serial　no．18：晦ZZ戯‘協‘㎜㎜キダチコミカンソウr，20：Pの脇αわγ誠55f幡アダン1．1，24：醒f∫c磁燃5芝鵬胎　ススキ＋．　a
30：励ゴg｛復odo微Z疵5　var．5ε55伽∫Zo擢キダチキンバイ2．3．

護露也㎞at重ons：通し駕Serial　n（L　1－9，20－29：南大東島極na皿i一動aito－ji醜a。　10－17，19，30：ゴヒ大胆Kita－Daito－jima調麟月E…Date　of　relev6：　通し番・号Serlal　no．1－9，20－29：Feb．

23－24．1991，　10－17，ユ9，30：卜｛arch　22－24．1990．　既存姿料Rerev（塾of　other　authors：通し鶴Seriai　n軌　18：新納・宮城Miro　and卜｛iyagi（1981），　Tab．4，2a　（24　relev（嬉）．



cmに達する草本群落で群集名の両種が混生し，下層

にテツホシダ，上層にクロミノシンジュガヤがそれぞ

れ優幽して，全く他の植物を寄せつけない。群集標徴

種のクロミノシンジュガヤは，冬季大型の果穂を抽出

する（図8）。生育地の地下水位は高く，常に10cm

内外の停滞水で浸されている。地下水が低下し，やや

乾性になるとテツホシダの単純群落に移行する。

　2．ヒトモトススキ群集　　（表9－6）

　　　Cladietum　chinensis　Ohba　et　Sugawara

　　　1980

　テツホシダークロミノシンジュガや群集の生育地に

接して，高さ約2mにも及ぶヒトモトススキが大きな

株で群落を形成している。ヒトモトススキ群集は大場・

菅原（1980）によって記載が行われている。その後関

東以西の各地で報告されている。南北魚島では新納・

宮城（1981）は単にヒトモトススキ群落として報告し

ている。本地域のヒトモトススキ群集は隣接群落から

侵入するクロミノシンジュガヤやテッホシダを伴うほ

かは，共存種は少ない。

　3．アンペライ群落（表9－7）

　　MαCんαθr加αηεPPOπθηSεs　community

　アンペライ群落はカヤツリグサ科のアンペライがテ

ッホシダと混生する群落で，南大東島の湿地の一部で

小面積の純分が記録された。アンペライは東海道より

西の暖地に分布する高さ1mほどの草本でこの種の優

占する群落の記録はほとんど見られない。

　H．草本植生

　1．ダイトウワダンーハチジョウススキ群落

　　（表10－1）

　　Cr¢P溜αS伽m　ZαηceoZα‘㏄m　var．ぬε孟0επSθ

　　一M‘SCαπめ海㏄S　COη（1θηSα‘μs　comrnunity

　ダイトウワダンーハチジョウススキ群落は北大東島

の秋葉神社の孤立した台地で調査資料が得られた。一

般的に我が国の海岸断崖地では，地域的に分布の限ら

れたキク科の多隼生植物とススキ属植物の優占する風

衝草本植物群落が各地に存在する。本群落は北大東島

に特有のダイトウワダン（ホソバワダンの変種）で特

徴づけられる，半自然生のハチジョウススキ群落であ

る。秋葉神社の調査地のほか，長幕にも存在する可能

性が高く，資料が蓄積されれば群集として扱われるべ

き群落と考えられる。

　2．ヒゲスゲ群落

　　0αr2κoαんμεπs‘s　var．　roう㏄s孟αcoramunity

　ヒゲスゲの優制する群落は新納・宮城（1981）によっ

てヒゲスゲ群落として記録されている。ヒゲスゲ群落
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はおもに海岸の岩場に生育している。

　3。グンバイヒルガオーススキ群落

　　　加omoeαPθS－Cαρrαθ一瓶SCα漉勧S　S‘πθη一

　　　S∠scommunity

　海岸に生育しているススキ群落は，グンバイヒルガ

オを区分種として，新納・宮城（1981）によって表記

の群落で記録されている。

　1．着生植物群落

　箋．マツバラン群落（表11－1）

　　PS記0砒ηL照ぬη1　community

　マツバランは熱帯に広く分布し，樹木や岩隙に着生

するシダ植物であるが，わが国では宮城県石巻市を北

限（倉田・中池　1987）として，本州，四国，九州，

沖縄の温暖な臨海部に分布し，おもに樹上に着生する。

南北両島では，マツバランは極普通にみられ，受光量

の多い隆起珊瑚の岩の壁面に着生植物群落を形成する。

時にマツバランはススキ草原内の地上にも生えること

がある。

　2．ヒメ帰一ワタリ群集（表11－2）

　　Asplenietum　ike夏oi　Ohba　et　Sugawara　1977

　ヒメタニワタリは我が国では北大東島と小笠原母島

にのみ分布する，きわめてまれなシダ植物である。ヒ

メタニワタリ群集は小笠原舞島で記載された群集単位

であるが，小笠原母島のヒメタニワタリ品分は個体数

が少ないのに対し，北大東島の生育状態は比較的良好

である。北大東島におけるヒメタニワタリ群集は隆起

珊瑚の壁面（長幕）の下端部に生育し，オオイワヒト

デ，オニヤブソテツなどのシダ植物とともに30％ほ

どの植被率で混生している（図9）。本群落の周囲は

ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集によって被

われ，陰湿である。

　なお，ヒメタニワタリの植生調査資料が，宮城によっ

て北大東村誌（1986）に報告されている。

　2）代償植生

　J．植林・生垣

　1．リュウキュウマツ植林

　　　1⊃‘7L乙乙8　ZμCんこ↓θノτS‘s　forest

　リュウキュウマッの南北両軸への導入は大正時代で

あり，植林はおもに外幕に沿って行われている。本地

域におけるリュウキュウマツ植林の種組成は新納・宮

城（1981）によって明らかにされている。一般にダイ

トウセイシボクーダイトウビロウ群集との共通種が多

いが，植林地ではダイトウセイシボク，ギョクシンカ

を欠く～方で，人里植物のエダウチチジミザサが区分
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図9　ヒメタニワタリ群集の相観。ヒメタニワタリは大東島と小笠原諸島に固有（北大東島）．

Fig．9　Stand　of　Asplenietum　ikenoi．、4＄μeη砒ηzぬe几。εis　an　endemic　fem　in　the　Daito

　　　　and　Bonin　Islands（Kiもa－Daiも。づima）．

種として生育している。

　2．ギンネム植林（表12－4）

　　五e㏄CαeηαZθμCOCεPんαどαforest

　琉球列島や小笠原諸島には広くギンネムの植林が存

在するが，南北両島にもりュウキュウマツとともにギ

ンネムが移入されている。ギンネム林の林床にはヤエ

ムグラ，ヤブジラミ，ムラサキカタバミなど後述のギ

シギシ群落と共通する種が高い被度で生育しており，

土壌は富栄養状態にあるものと推察される。

　3．テリハボク生垣ほか

　　CαZOPん二yZZ㏄ノγ1‘πOPん1ソ3Zωητhedge　etc．

　テリハボクはオトギリソウ科の常緑広葉樹で熱帯ア

ジアからマダガスカルにかけて広く分布している。南

北両島では耕作地の防風帯としてモクマオウとともに

移入されている。テリハボクはサトウキビ畑のなかに

列状に植栽されて高さ12mに達し，テリハボクとと

もにシマグワや移入植物であるアカギ，フクギなどが

混生している。

　モクマオウ（トキワギョリュウ）の植：栽も上記の移

入植物とともに，集落付近の防風帯として用いられて

いる。その下層にはアカリファの植栽が多く，自生植

物は少ない。

　K．二次草原植生

　1．リュウキュウチク群落（表10－3）

　　　一PZε10うZα8鶴s伽eαrls　communi七y

　北大東島の幕付近の二次林に接してリュウキュウチ

クが高さ1m内外で生育している。リュウキュウチク

は密生するため，ススキ，ハマイヌビヴなど他の植物

の被度は低いQ

　2．ホシダーススキ群集（表10－2）

　　　　Thelypterido－Miscanthetum　　sinensis

　　　　Sugan導ma　et聾aito　1976

　二次林の林縁や海岸付近の荒れ地などにススキが繁

茂する二次草原がみられる。ススキ群落にはススキが

高さ2m内外で優占する他は共存する種類が少ない。

新納・宮城（1981）によって調査された本地域のスス

キ草原はホシダ，スズメノコビエなどを含み，表記の

群集として記録されている。

し．水田耕作放棄地群落

1，ヒロバノクロタマガヤツリーキダチキンバイ群

　落（表9－4）

　F厩rθηαμmわθzzαεα一概dωε9‘αoc古ouα厩s

　var．　SεSS‘ZヴZorαcomraunity
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　　　　　　　　　　　　　　表10草原群落

　　　　　　　　　Table玉0．　Grassland　communities

1．Crβρ溜αs亡r昆m　Z伽。θoごαεαm　var，　dα記。θπsθ

　一Mεscαη疏μs　coηdθπsα亡μs　community　ダイトウワダンーハチジョウススキ群落

2．Thelypterido－Miscanthetum　sinensis　ホシダーススキ群集
3．PJεloう♂αs亡α8伽εαrls　communiもy　　リュウキュウチク群落

Ser1al　no．　：

1～elev6　no。　：

直itit牲｛ie　（田）：

Aspect：

Slope（　●）：

Square　size（㎡）：

難eight　of　vegetation（c臨）：

C◎ver　of　vegetatlon　（駕）：

Nu瀟ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜蕩

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

1

KD

34

45

N

70

16

30

60

9

2　3
KD　HD
58　　4

46　31

　　　6
200　300

100　90

　5　7
Differential　species　of　co禰．：群落区分種

　cγερ｛d加5‡㎜乙飢。θo乙α臨［

　　　var．（1α髭0θ7LSθ

　2by5毎t㎜乏∫0乙加

　峨5C飢t㎞5　CO伽｛Z施5

　α2γθXO6螂｛5　var．　γob鵬オα

Character　species　of　ass．：

　峨∫C飢t勉こ55加8箆3｛5

Differential　spec董es　of　co康m．：

　PZε盛0わし｛Z5加5巨πεαγ歪S

CO胴瞳panio駐s：

Ffα切加γ9αta

μoyαCαη1ρ5α

　ダイトウワダン

　コウライシバ

　ハチジ婁ウススキ

　ヒゲスゲ

群集標徴種

　ススキ

群落区分種

　リュウキェウチク

随伴種

　ハマイヌビワ

　サクララン

4・4

2・2

1・2

＋・2

・　5・5　1・2

・　・　5・5

1・2　・　＋

＋・2　・　÷・2

出現1回の種　Other　co叩anions：Serial　no．1：P∂γt厩αc¢oユεγ㏄εα　スベリ

ヒユ十，Ff（濯ε5Uφεγ加var．∫麟詫¢アコウ十，3αZθひ0肱3θγ詫εβクサ

トベラ＋，2：昆㏄α8舷陀㏄ocε倉肱肱　ギンネム3・3，　P5fLot躁7u血襯　マツバ
ラン÷・2，γ｛c毎㎎5εザ。乙毎ヤハズエンドウ十，3f血γ㎞bガ∂巨配　キン

ゴジカ十，　3：Ff（汲5勲｛Lo　オオイタビ　十・2，P乙顔。㎞就抜。わ。”αtα

アカテツ1・2，闇）乙ε滅繊π｛血5シマオオタニワタリ＋．

調査地Locations：通し番号Seriaho．1，2：北大東轟Kita－Daito－j　i旧睡a，

3：南大東島岡ina旧露i－Daito－ji繭a．調査年月日　Date　of　relev6：通し番号

Serial　no．　1：　harch　24．　1990，　2：縫arch　25．　1990，　3：　Feb．　23．　1991．

　ヒロバノクロタマガヤツリは熱帯生のカヤツリグサ

科植物で，東南アジアでは水田雑草として生育してい

る。南北両島では現在水田耕作は行われていないが，

かっての水田跡に水田耕作放棄地群落として表記の群

落（新納・宮城1981）が存在する。本調査ではヒロ

バノクロタマガヤツリを含むハイキビの優占植分を記

録した。

　2．ミズワラビ群落（表13）

　　　0εrαゆ‘θr‘S伽ZεCか。‘des　community

　ミズワラビ群落は北大東島の中央部の低地で，掘削

された溝に生育する植分が記録された。ミズワラビの

生育が良く，イヌクログワイとともに所によって優占

している。アラゲタデ，オオサクラタデなどのタデ科

植物が混生している。テツホシダの植分に接する場所

にクロミノシンジュガや下位群落，やや乾燥する場所

にキダチキンバイ下位群落が区分された。

　本群落に類似の植生調査資料が宮城（1986）によっ

て報告されている。

　3．ホテイアオイ群落（表9－8）

　　　E‘Cんん。ηπαcrαSSεpes　community

　ホテイアオイは熱帯地方に広く分布し，富栄養化し

た水域で浮遊植物群落として繁茂する。南大東島の灌

概水路などに生育している植分が記録された。なお，

北大東島では宮城（1986）による調査資料がある。
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　　　　　　　　　表馴　着生植物群落

　　　　Table　11．　Epiphytic　communities

1．Ps‘め加ηLπμ｛1麗肌community　マツバラン群落

2．Asple掘etum　ikenoi　ヒメタニワタリ群集

SeriaI　陰。．

Relev6　no．

《1titude　（m）：

Aspect：

Slope（　●）：

Square　size（㎡）：

Height　of　vegetation（c鵬）：

Cover　of　vegetation　（Z）：

Nu網ber　of　species：

遜し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

1　2
HD　KD
5　14
29　20
E　　煙

70　80
4　　1

30　35
30　60
3　　5

Differential　species　of　co揃獅．：

　P5就ot蹴励撮
Character　species　of　ass．：

　脚乙｛魏｛董豆油㎝o歪

Co齪panions：

伽γto繊油漉∫αZCα言搬

κoyO　α2γ7疑｝5α

α冗y5ゴ3加州fプbZ毎

κφ乱γ0乙帥fsbf5θγγ厩a

Pゆθγ々伽γα

群落区分種

　マツバラン

群集標徴種

　ヒメタニワタリ

随伴種

　オニヤブソテツ

　サクララン

　オオイワヒトデ

　ホウビカンジュ

　フウトウカズラ

2・3　・

・　2・3

＋　1・2

2・2

　　2・2

　　1・2

　　＋・2

調査地加cations：通し番号Serial　no．1：南大東島hin翻i－Daito－j　i隠，

2：北大東島Kita－Daito－J圭ma．調査年月臼9ate　of　relev壱：通し番号

Serial　no．　1：　Feb．　23．　1991，　2：　擁arch　23．　1990．

　M．路傍雑草群落

　1．ギシギシ群落（表12－1）

　　　Rαmθκノ硯）0几εCμscornmunity

　耕作地付近や富栄養化した路傍，またはギンネム林

の林縁にそってギシギシが密生し，独特の相観を示し

ている。群落内にはヤブジラミ，ヤエムグラ，ノゲシ，

オニタビラコなど耕作地雑草が混生している。本群落

は関東地方で記録されたナガバギシギシーギシギシ群

集の断片と考えられる。

　2．カラクサナズナーオオバコ群落（表14－1）

　　　Ooroπ0μs　d‘のπ協S一一PZα鷹α90αS乞磁Cα

　　　communlty
　サトウキビ畑の中に通じる農道にカラクサナズナ

（インチンナズナ）の混生するオオバコ群落が生育し

ている。カラクサナズナは地表に接して生育している。

　3．ハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集

　　（表14－2）

　　　Euphorbio　chamaesyce－Sporoboretum

　　　diandi　Miyawaki　et　al．1979

　路上群落のうち踏圧の強い乾性立地にはハイニシキ

ソウーフタシベネズミノオ群集が発達する。標徴種の

フタシベネズミノオが優目するが，ハイニシキソウは

見られない。本群集は琉球列島に広く分布している。

　4．ハイキンゴジ力群落（表14－3）

　　　8認αrんomδびoZ‘αsubsp．επSμZαrオs　comm－

　　　unity

　ハイキンゴジカ　キンゴジカ　タチアワユキセンダ
　　　　　　　y　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ングサなどの亜熱帯生の路傍植物がヤブジラミ，コメ

ッブツメクサ，カタバミなどとともに，やや富栄養化

した路傍に生育している。

　5。クロコウセンガや群落（表14－4）

　　　σんZor18わαrbα‘αcommunity

　移入植物のクロコウセンガヤ，コウセンガヤなどの

イネ科植物が，路傍，荒地などの栄養塩類の少ない乾

性立地に生育している。なお，家畜の飼料として同属

のローズグラスが栽培されている。

N．耕地植生

壌．シマニシキソウーハリビユ群集（表15）

　泡uphorbio　hirtae－Amaranthetum　spino－

　　sae　Miyawaki　1969

サトウキビは南北両島の重要な農産物である。サト
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　　　　　　　　　表12　ギシギシ群落とギンネム群落

Table　12．　Rαmθκノαpoπ‘cμs　community　andゐeμcαεπαZ飢cocεpんαZαforest

1．RμηLθκノqpo漉。αs　comπ1unity　ギシギシ群落

2．ゐθμcα飢α‘θαcoc（蓼）んαZαforest　ギンネム林

CQm㎝unity　types：

Seria1　【10．：

Relev6　no．：

直1もitude　 （m）：

Square　size（㎡）：

He三ght　of畝shrub　layer　（m）：

Cover　of　shrub　layer（落）：

Height　of　herb　layer（蹴）：

Cover　of　herb　layer（％）：

Nu朗ber　of　spec量es：

群落区分番号

通し番号

調査番号

海抜高

調査面積

低木雇の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本雇植被率

出現巨魚

　　　1　　　　2

1　2　3　4
KD　　　雑D　　　KD　　　MD

62　64　37　7
38　9　35　24
20　　　40　　　10　　　25

　　　　　　　6
　　　　　　　80

0．8　1　1
90　1◎0　90

11　15　13

0．6

90

11

Differential　species　of　co職．：群落区分種

㎞θxゴφo短αβ ギシギシ

　乙ε批C㎜Zε㏄OCερ肱肱　　　　ギンネム

Co餅panions：　　　　　　随品種
　Toγ記お」α勘fcα　　　　　　ヤブジラミ

　θ就f鵬5加擁嫌f．謡γ確05嫌　 ヤエムグラ

　　　　　　　　　　　　　　　ノゲシ3㎝ch哲50こθγα＝8賦3

0髪α乙｛5co㎜わosな

0ズ¢Zf3　coγ説。厩α旅

5・5　3●3　5・5　　＋

．｛Σ　　1・2　　。　　2・2　5」Σ

ムラサキカタバミ

カタバミ

A箆㎎田園3αγη鋸εf．co8γuZ磁ルリハコベ
yoU2曜fα」8ρ0π歪Cα

4翫σγ飢t旭5麗γゴd乞5

オニタビラコ

ホナガイヌビユ

1・2　 1・2　 1・2　 1。2

2・2　2。3　　1●2　＋●2

＋　　2・2　 1。2　 ＋。2

＋　　　予　　3・3　5●5

1・2　1・2　十　1・2

1・2　1・2　予　　十

÷・2　1・2　．　　十

．　1・2　＋　　・

出現1回の種Other　co即anions：Serial　no．1：C姻侃d㏄εyZ侃　ギョゥ

ギシバ1・2，￥Ic｛αの邸tザ。巨a　ヤハズエンドウ＋，2：So乙㎜厩gγ瀕

イヌホウズキ2・3，㎞aco㎎Z傭εγo加5アレチギシギシ1・2，肋加澱
こε似σ錬y琵線　マツバゼリチ，8おθZ肱γ曲γαvar．αめαツルムラサキ2・2，

Oh押脚αZf～撮ガ。∬o巨細コアカザ＋・2，31εgθ5加。々裁oγ詑威厩歪5ツクシ

メナモミ＋・2，3：碗6毎tε孟γ碑ε㎜　カスマグサ＋，勘γ加Zα辺尻εγα：εo

スベリヒユ＋，4c勧γ飢漁ε5　a5ρεγαvar．γu加η海5cα　ムラサキイノコズチ＋，

Tθεγαgoπa　t碗γαg伽）掘ε5ツルナ＋，4：Cγα550cθ♪短㎜cγθρfdfo歪dε3　ベニ

バナボロギク十，Cαγθx　oα顧戯5　var．　ro～蹴5加　ヒゲスゲ十．

講論地Locations：通し番号Serial　no．1，3：北大東島Kita－Daito－ji揃a，

2，4：南大東島猷nami－Daito－ji麟a．調査年月欝Bate　of　relev6，　Serial　no．

1：　Marc轟　25．　1990，　2：　Feb．　25．　1991，　3：　雑arch　24．　1990，　4：　Feb．　23．　1991．

ウキビ畑の雑草はサトウキビの根元に沿って70～80

％の植被率で混生し，ムラサキカタバミ，ホナガイヌ

ビユ，カラクサナズナ，ルリハコベなどの他，風散布

植物のイガコウゾリナ，ベニバナボロギク，ハルノノ

ゲシなど平均約16種が生育している。とくにムラサ

キカタバミはむかごに似た地下茎を多数生ずるため，

耕作作業によって伝播し，至るところにはびこってい

る。ムラサキカタバミは赤紫の花を多数っけ，その開

花する姿はサトウキビの畑でよく目立っ。

　群落構成種のうち，カラクサナズナ，ネコアサガオ

などは石灰岩起源の土壌に出現する場合が多く，大東

島における本群集の種組成上の特徴を示している。

　南大東島の雑：草群落の組成は石嶺・仲田・仲間

（1984）によって明らかにされているが，奥田（1991）

は琉球列島と小笠原諸島の雑草群落の比較検討により

南大東島の群落をシマニシキソウーハリビユ群集に位
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Seria童　no．

Reiev歪no．

　　　　　　　表13　ミズワラビ群落

Table　13．σθrα孟。μεrls亡んαZfc孟ro認θs　community

A互titude　（漸）：

Square　size（㎡）：

Height　of　vegetation　（c即）：

Cover　of　vegetation　（毘）：

Toもal　no．　of　species：

通し番号

調i査番号

海抜高

調査面積

植生高

植被率

出現種数

1　　2　　3　　4　　5
KD　　　KD　　　KD　　　KD　　　KD

219394041
10　　3　　3　　3　　3

24201699
80　　　70　　　50　　　60　　　60

95　　　50　　　80　　　80　　　80

7　　7　　6　　5　　6
Differenもial　species　of　co漁囎ity：群落区分種

　Cθγα母野εγ｛5重㎞琵。εγ0｛dε5　ミズワラビ

P魏㎜t㎝勘㎜　　アラゲタデ
　醗θochユγ｛5血乙cfs　　　　　イヌクログワイ

　Po乙yg㎜gγ⑳れ加　　　　　オオサクラタデ
Dlfferentiai　species　of　under　units：下位群落区分種

3c乙εγ｛α5u躍撹2tγε見3fε

PO乙ygO㎜d歪C飯）to㎜

R肱㎞5ψり瓶coγy議bo5¢

L血191αoctoり¢Zか｛S

　　　var。　5θ35fLf∫ZOγ｛2

Pゆ£乙枷！oγ厩cuL配γε

クロミノシンジュガヤ

リュウキュウヤノネグサ

ヤエヤマアブラガヤ

キダチキンバイ

スズメノコビェ

1・2　3・3　2・3　3。3　1。2

2・3　　・　　2。3　　1。2　 1。2

・　　2。2　　4・4　2・3　3・3

・　2・2　　・　1・2　1・2

3・4　1・2

1・2　＋・2

1・2　＋

2・3　 2。3　3・3

÷　　・　＋・2

出現1回の種C◎田pa駐ions：Seriaho．1：（》do50γ撚乞πtεγηψ螂　テツホシダ3・3，

励｛g毎5据加紘。εαミズキンバイ3・4，2：1加漉。θαασ㎎巨。αヨウサイ1・2，3：P尻y－

9σ㎜sp．タデの一種1・2．

調査地Locatio豹s：通し番号Seriaho．1－5：北大東島Kita－Daito－ji舩．調査年月圏

Date　of　relev¢：通し番号Serial　no．1：融rch　22．1990，2：胎rch　23。1990，3－5：

図arch　24．　1990．

置づけている。

　南北両島におけるサトウキビは主要な作物であるた

め，栽培には機械化が進められている。収穫の際には

刈り取りに先立ってサトウキビに火を放って葉を燃や

し，その後茎の刈り取りや運搬が行われる。

2．潜在自然植生の推定

　1）残存する自然植生の現状

　南北両島とも入植が行われてから凡そ100年冬経過

し，人為的な植生の改変は島の殆どの地区に及んでい

る。当蒔の記録によれば，燐鉱石の採掘は全島に及び，

植生はことごとく破壊されて隆起石灰岩やそれに続く

斜面部はほとんど裸出し，わずかにビロウが点在する

光景が写真で示されている（南大東島及び北大東島の

村誌）。両島の現在の一次産業はサトウキビの栽培を

主とする農耕であるが，そのための耕地は開析された

緩傾斜地で利用可能な土地全てを被っている。その結

渠，自然植生，または半自然植生と呼べる現存植生は，

石灰岩の露出する幕付近やドリーネの壁面に回復途上

にある常緑広葉樹林と，海岸の岩礁地帯や島の中心部

の池や低湿地周辺などの耕作に適しない場所に，ごく

僅かに残存する草本植物群落などに過ぎない。その残

存植分も，多かれ少なかれ何らかの人為的干渉を受け

ている。

　2）自然植生と代償植生との相互関係と群落環

　現存する自然植生と代償植生との関係を種構成の比

較により考察し，さらに地形や土壌などの自然立地と

の対応関係について以下に述べる。

　a．開析された平地（暗赤色±及び褐色低地土）

　現存するダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集

及びアコウーガジュマル群落などの森林植生の自然植

生の退行遷移系列を考えると，植栽林としてはりュウ

キュウマッ植林，ギンネム植林及びモクマオウ，テリ

ハボクの生垣がある。さらに不定期な刈り取りや火入

れによってリュウキュウチク群落やホシダーススキ群

集などの二次草原植生となり，刈り取りの頻度が増す

ことにより，路傍雑草群落（ヨモギクラス）のクロコ

ウセンガや群落，ハイキンゴジカ群落，ギシギシ群落

などに，踏圧により踏跡群落（オオバコクラス）のカ
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　　　　　　　　　　　　　灘4路上および路傍雑草群落

　　　　　　　　　Table　14．　Roadside　weed　communities

1．Coroηopα8　dldy脳s－P♂α就α80αslα亡εcαcolnmunity　カラクサナズナーオオバコ群落

2．Euphorbio－Sporoboletum　diandiハイニシキソウーフタシベネズミノオ群集

3．8ε（fαrho配δゲoZぬcommunity　ハイキンゴジカ群落

4．0配orεs　bα酌α雄community　クロコウセンガや群落

Co紐離unity　　types：

Serial　no．

Re正ev6　no．：

Altitu（ie　（田）：

Square　size（㎡）：

Heighも　of　vegetation　（m）：

C。ver　of　vegetat三〇nα）：

Number　of　species：

群落区分番号

通し番号

調査番号

海抜高

調査颪積

植生弔

事被率

出現種数

　　　　1　　　2　3　4
1　2　3　4　5　6　7
卜1D　　雑葦）　　MD　　KD　　hD　　KD　　雌D

45　　63　105　　59　　38　　17　　62

4853462185
1　　2　　4　　2　　1　　5　　15

40　　　3　　15　　　5　　20　　40　　45

60　　60　　70　　80　　70　　80　　85

466661221
D三f£erenもial　species　of　comm．：群落区分種

P乙α寵㎎0α5毎翫0α

α）γ0鰍5dぽdy榔

EL郎洩ε重賊｛co

Character　species　of　ass．：

3♪0γobo乙器df艘γ

Differe醐al　species　of　com鵬．：群落区分種

　オオバコ

　カラクサナズナ

　オヒシバ

群集標挙国

　フタシベネズミノオ

1・21・23・33・3　　・　　・　　＋

1・2＋・22・2＋。2＋・2　　・　　。

4・41。2　 …　　　　　　　1・2　 ・

。　　・　　。　　・　5・4　　・　　。

S｛｛血γ㎞bザ。疏μΨ．i㎜‘αγ｛3　ハイキンゴジカ　　　　　　　　　　　十　4。4　．

B乞（㎞5♪｛Zo∫αvar．γαZf¢tα　　タチアワユキセンダン・　・　…　　　　2・3＋

Differential　species　of　com期．：群落区分種

〇九日0γ乏5　b己2γbご2亡0

βfd㎝3♪琵05a
Cん乙0γ｛5　γα海｛zta

Companions：

TγザoZ細混（励｛U澱

cy曲πd㏄ty乙0π

　クロコウセンガヤ

　コセンダングサ

　コウセンガや

随伴種

　コメツブツメクサ

　ギョウギシバ

A麗9素躍5α摺飢5fsf．σoεγ威εaルリハコベ
Oxα乙fs　coη乙ゴ。厩誠α

3ρoγoboL鵬∫θγtれ歪5

Tγ畝）Lf嫌γ⑳θ薦

Poαα㎜澱

Toγf乙ゴ5　j　o♪0粍｛ca

カタバミ

ネズミノオ

シロツメクサ

スズメノカタビラ

ヤブジラミ

●　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　●

．　　　　　　　　，　　　　　　　　■　　　　　　　　●

・　十

●　　　　　　　　ラ

十　　・

1・23・3

・　　・　十

O　　　　　　　　o　　　　　　　　O

＋　1・2

・2・3

，

●

÷　・3・3

・　・2・3

・　・2・2

1・21・2十・2

●

十

●

●

●

○

o

1・22・2

・1．・2

1・2＋’

2・2　・

●　　　　　　　　9

ゆ　　　　　　　　0

2・21・2

趨現1回の種　0捻er　c◎離pan圭ons：Serial　no．3：⑬♪θ搬∫γo‡螂　ハマスゲ＋，6：

3｛dαγた。油｛表）瓦ユ　キンゴジカ2・3，yfc｛α‡8tγα5♪εη㎜カスマグサ　2・3，θθγ飢f㎜

cαγo頁π｛㎜　アメリカフウロ1・2，P妙昆⑳t‡㎞5　dεわ｛h5　オガサワラコミカンソウ

＋，7：30πc㎞50Lθγ£c8払5　ノゲシ1・2，　yo㎎｛α」α鋤記α　オニタビラコ　＋，30乙㎜

痂g㎜　イヌホウズキ1・2，㎞εxco㎎IZo認γα加3アレチギシギシ＋・2，　Aρf躁乙⑳to一

尉翼乙臓　　マツバゼリ十，．酷詑γ5伽Zα施5ホウキギク十・2，Tαγαc㎜o∬漉㎜乙ε

セイヨウタンポポ＋，C㎞砂。廊撒ガ。｛∫b巨㎜コアカザ＋，地乙πo捉53益益尻磁5

シナガワハギ　＋，Agεγ就嫌㎞5to冠㎜　ムラサキカッコアザミ＋．

調i暖地Locaもions：通し番号Serial　no．1－3，4，6：南大東島Minami－Daito－ji鵬a，4，

5，7：北大東轟Kita－Daito－j　i揃a．調査書．月日Date　of　relev6：通し番号Serial　no．

1，　5：　Feも．　24．　1991，　2，　7：　Feb。　25．　1991，　3：　董～eb．　26．　1991，　4，　6；　｝～arch　23。199◎．
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　　　　表記　シマニシキソウ一顧リビュ群集群落

7able　15．　Euphrobio　hirtae－Amaranthetum　spinosae

Serial　no．：

1～elev白　no．：

Altitude　（鵬）：

Square　size（㎡）：

Helght」of　vegetaもion　（c朗）：

Cover　of　vegetation　（冤）：

鯉U醗ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

調査面積

植生漏

植被率

出現種数

　12345678K【）　　KD　　KD　　KD　　hD　　司D　　呂夏）　　河D

12464761　9174466
20　　20　　20　　30　　22　　48　　44　　18

40　　40　100　400　100　　64　　20　400

100　　60　100　　80　200　250　20G　　30

80　　70　　70　　60　　70　　90　　90　　40

17　　22　　12　　18　　13　　19　　14　　15

　α）γ0｝螂（翫dy榔

　ゆ0潮08α5｛燃5葦5

　P九y乙乙の鉱h払∫dθb混f5　オカ9サワラコミカンソウ

　E裡♪始γbfα厄γ雄　　　　　シマニシヰソウ

Character　s　ecies　of　a王11ance：群団標良種

　群集標徴種

カラクサナズナ

ネコアサガオ

÷1・2　・

＋・2　÷　・

r　　　　　　　　O　　　　　　　　●

EγεC｝Lε｛‘ε5　た歪εγασま∫0乙fα

　　var．　cαcα巨。｛dε5　　　ウシノタケダグサ　1・2　＋

0γ己550cε蝕4γ蝋cγ¢ρ｛δ｛o｛dε5ベニバナボロギク1・2　・

A耀展巨5αγか飢5｛5f．　cαεγu乙εαルリハコベ　1・2÷

γo㎎fα」醐fcα　　　　　オニタビラコ　　　　2・2

Agθγ4之磁㎞5tσ凝㎜　 ムラサキカッコアザミ1・2
49θγαt～撮COπyzofdε5

融加規iεが0ρ妙乙乙U欲

CO㎜8巨η4　d｛が批3α

3fθ9ε5bθC々｛α0γ｛επ£α乙f5

カッコアザミ　　　　・

マツバゼリ　　　　　・

シマツユクサ　　　手
ツクシメナモミ　　　・

●

＋・2　＋　＋

十　　・

・　　十　　十

・　　十

2・3　1。2＋r2

・　　十

十　　十

＋・2＋

1・22・3

・　　十

　　÷　1・2

1・2÷・21・2

●

・　　　　　　　　，　　　　　　　　o　　　　　　　　●

●

十　　季

1・2　・

1・2　・

・　　十

D　　　　　　　　●

十

十

＋・2

●

÷

＋・2

●

・　　。　　十　　…　　　　　　　　。

＿：オーダ「クラス標徴種。ぎ4疏5‘oη議わ050

触γ飢ε旭5か乏γfdf5

3σ麗旭50ユεγαC認3

30i⑳㎜泥｛9れ聰

欣）抜γ｛05ρεγ㎜亡餌乙L躁

Oxαこ｛5　coγ頂α乙αεα

ムラサキカタバミ

ホナガイヌビユ

ハルノノゲシ

イヌホオズキ

ハナイバナ

カタバミ

θαL勲燃∫ρ琶γ｛U瀧f．3‘γ乞905U飛ヤエムグラ

Pfg｛tζzγ｛α　α1scε7伽

∫8とζ乙γf4　！厚γ｛df5

εゆhOγわfα　瓦81f5COρ｛α

c㎞o加dI躁α乙bω設

肱f乙｛450麗厄∫oL｛α

㍍｛z乙｝ゆ㎞磁5之γα乙f5

θゆた4乙fu漉無γ加γε腿

εγ｛9εγo殊　3u議αεγθπ5重5

メヒシバ

エノコログサ

トウダイグサ

シロザ

ウスベ半川ガナ

エノキグサ

チチコグサモドキ

オオアレチノギク

4・42・33・4　3・3　＋　1・2÷・23・3

十・2　÷　1・2　＋　1・2　十　1・21・2

＋　 1・2＋・2＋。2　 ÷　　・　　＋　＋・2

十・2　…　　　　　＋・21・2　＋　＋・2

3・3　　　　曾　　・　　÷　　・　1。2＋。2’

　　　　王・22・2　・　1・2　・　・
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　　　　　　　　・＋・2　・　・

・　　　　　。　　十　　。　　・　　・　　。

●

十

＋・2
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3・3

・　　十

・　　÷
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o　　　　　　　　O　　　　　　　　曹　　　　　　　　．

り　　　　　　　　，　　　　　　　　●　　　　　　　　■

εC厩ηochLo4　CγU3－9α二‘証V．ργαtfcO‘αイヌビエ　・

墜：　3α：‘悔γU漉0が｛cf麗㎜
　Cy♪εγu5　γo‘批ηdμ5

　θεγ飢｛：」蹴　cαγo乙f7乞｛㎜

　8f（㎞5か｛105α

　Toγfこ｛5」αか0π｛Cα

　乙餌徽こ鰯OCの勉Zα

出現1翻の種

ソカズラ　＋、

ε5c琶Lε7し‡ζzサトイモ

ギョウギシバ十・2，

セイバンモロコシも

随伴種

　サトウキビ

　ハマスゲ

　アメリカフウロ

　コセンダングサ

　ヤブジラミ

　ギンネム

●　　　　　　　　り　　　　　　　　9

2・3　・

　　1・21・2

・2・3　＋

・1・2　・

・　　十　　。

。　　十　　チ

。　　　　　　　　■　　　　　　　　o　　　　　　　　o

◎　　　　　　　　○

十　　・

・＋・2

・　　十　　・　　・

　　　　÷　　・

3。32・24，45・55942ワ2
・　　　　　　　　o

o　　　　　　　　，

｝

●

・1・2

，　　　　　　　・

十

十

Q

．

o　　　　　　　　・

　　　　　　Other　co麟pan三〇ns：Serial　no．1：Pαεdεγfα5c戯d㎝5　var．麗押ε｛ヘク

　　　　　　Po乙ygo㎜cκf郡θvar。　ε枷bεγ9｛㎜　ツノレソノマ　十覧　　2：　00乙oc昭fα

　　　　　　　　　2・2，yfc毎⑳禦5額∫o巨aヤハズエンドウ＋，　o勲od侃d4cεンこ。π

　　　　　　　　　　τγザ。乙｛躁｛測）｛繊　コメツブツメクサ　1・2，Soγg㎞触2Lερε齪ε

　　　　　　　　　　3＝㎞εxjゆ㎝f（渇　　ギシギシ＋，　in　4：＆4）始γ垣α‘ンαtho蝕

oγαショウジョウソウ＋・2，Ac乱yγ飢thβ5α5♪εγαvar．γubεγo∫祉5coムラサキイノコヅチ

f，5：3掘4幼。捉）ガ01短キンゴジカ＋，6εソ8糠ゴ。βo加8γθ4ムラサキムカシヨモギ

1・2、∫♪伽。ε4わα掘加5サツマイモ＋・2，助麗γ｛acoγd4t¢var．♪ユcf∫｛cαオムナグサ＋．

調査地Locatio“s；通し番号Serial　no．1－4：北大東島Kita－9aito－」圭恥a，5－8：南大東島

”ina蹴三一Daito一回蘭．調査年月日D滋e　of　relev¢＝通し番号Seraho．1：harch　23．
三990、　　2－4：　酷rch　24．　1990，　　5：　Feb．　23．　1991，　6，　7：　Feb。　24．　199L　　8：　Feb．　25．

1991．方位・傾斜　直spect　and　slope：通し番号SeriahQ．1：S－10，8＝S－5．



ラクサナズナー川上バコ群落，ハイニシキソウーフタ

シベネズミノオ群集，耕作管理条件下ではシロザクラ

スのシマニシキソウーハリビユ群集の耕作地雑草群落

に退行する。これらの群落の相互関係は，基質が暗赤

色土の場合はダイトウセイシボクーダイトウビロウ群

集，褐色低地土ではアコウーガジュマル群落を潜在自

然植生とし，ともに基本的にはほぼ同じ群落環で示さ

れる（図10，11）。

　b．隆起石灰岩の断崖地（幕）

　隆起石灰岩の断塵地では，土壌の堆積量はきわめて

少なく，高木林の発達は望めない。現存するダイトウ

ワダンーガジュマル群集の常緑広葉樹低木林を中心に，

カラムシーオオイタど群落，シャリンバイ君羊落，イワ

ザンショウ群落などの低木群落が自然植生して存続し，

岩隙にマツバラン群落，ヒメタニワタリ群集が生育す

る。代償植生としてはカラムシーオオイタビ群落のカ

ラムシ優占露分やリュウキュウチク群落がある。

　c．海岸岩礁地

　海岸岩礁地には水際よりイソフサギ群集，アッパク

コ群集，ミルスベリヒユ群集，ウスジロイソマツ群落，

ボロジノニシキソウーミズガンピ群集，シオカぜテン

ツキ群落，オオソナレムグラ群落，ダイトウワダンー

ハチジョウウススキ群落，モンパノキークサトベラ群

集，アダン群集などと配列し，すべて自然植生として

生育している。

　これらの自然植生の代償植生としては，コウライシ

バ群落，ヒゲスゲ群落，ハチジョウウススキの優占植

分，アダン群集の二次的植分などが一部に存在するが，

人為的に裸地となった場所では自然無地との区別が困

難な場合も少なくはない。

　d．砂丘

　わずかの存在する砂浜にはハマゴウ群落が自然植生

として残存する。その代償植生としてグンバイヒルガ

オーススキ群落（新納・宮城1981）が考えられる。

　e．水際の低湿地（泥炭土）及び塩沼地

　水際の低湿地ではアダン群集とクロミノオキナワス

ズメウリ～オ直土マボウ群集が存在し，ともに自然の

低木群落を形成する。二次的に広がったアダン群落の

一部にはアコウーガジュマル群落を支える立地も存在

する。海水の影響を受ける塩沼地にはオヒルギ群落が

存在する。地下水のさらに高い湿地ではヨシクラスの

テツホシダークロミノシンジュガや群集，ヒトモトス

スキ群集，アンペライ群落などが生育する。これらの

代償植生としてはテッホシダの優占植分やヒロバノク

ロタマガヤツリーキダチキンバイ群落が考えられる

（図12）。
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　f，沼地

　島の中心に散在する池や沼地には垂水植物群落（ヨ

シクラス）のヒメガマ群落，フトイ群落，停滞水地で

はヒルムシロクラスのイバラモ群落が自然植生として

残存している。その代償群落はミズワラビ群落，ホテ

イアオイ群落などである。

　3）現存植生と潜在自然植生との対比

　現存植生の自然植生と代償植生のこれまでの考察を

もとに潜在自然植生の推定を行った。その結果は断面

配分図として示した（図！3）。

　南北両島とも地形と植生の関係は良く類似している。

両島では幕内の緩斜面に堆積する良く開析された適潤

土壌である暗赤色土土壌（島尻マージ）はシマニシキ

ソウーハリビユ群集（サトウキビ畑）を主に構成され

ているが，その潜在自然植生はダイトウセイシボクー

ダイトウビロウ群集のフウトウカズラ亜群集である。

このことは，残存する林分から確実に推定される。さ

らに，島の周囲に分布する外幕と内幕の間の台地状の

地形で比較的未発達な乾性土壌は，ダイトウどロウの

優熱する乾性タイプの森林であるダイトウセイシボクー

ダイトウビロウ群集，典型亜群集が配分している。

　一方，アコウーガジュマル群落が生育している褐色

低地土着は真の自然植分が存在しないため，不明の点

が多いが，その現存林分の構成種から類推してタブノ

キやモクタチバナの優越する森林と考えられる。事実，

本島にはかつてタブノキが多数生育していたことが記

録されている（桜島の村誌による）。

　これらの現存植生と潜在自然植生の対比は南・北大

東島において基本的に岡様の植生配分を示している。

3，郷土景観の保護と環境保全緑地の形成

　南北大東島に現存する森林植生は，大部分復元途上

の二次植生に被われている。一方では，一見自然の緑

で被われているような防風防潮林や集落付近の生垣

にはりユウキュウマツ，モクマオウ，テリハボク，フ

クギ，ギンネムなど他の地域から持ち込まれた植物で

構成されている。さらにその林縁にはゲットウ，アカ

リファなどの園芸植物が植えられている。

　永続性のある緑豊かな郷土景観を形成するためには，

まず残葎する植生の保全が重要である。幕の隆起石灰

岩にそって残存するビロウ～常緑広葉樹混生林，ダイ

トウセイシボクーダイトウビロウ群集はこのまま手を

加えずに保存する。本群落はヒメタニワタリ，ユズノ

バカズラなど貴重な種を育んでおり，遺伝子源保護の
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4．アダン群集，モンパノキークサトベラ群集他

　　Pandanetum　tectorii　Messerschmidio－Scaevoletuxn　taccadae　and　others
　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
5，ダイトウワダンーガジュマル群集他

　　Crepidiastro　lanceolati　daitoensis－Ficetum　microcarpae　and　others
6．ミルスベリヒユ群集，ボロジノニシキソウーミズガンピ群集他

　　Sesuvietum　Porもulacastri，　EuphQrbiQ　sparrrnanni－Penphiset娘m　acidulae　and　others

7，テツホシダークロミノシンジュガや群集，ヒトモトススキ群集他

　　The！yp乞erido－Scleriet環n　sumatrensis，　C玉adietum　chirlensis　and　others

豆．代償植生　Secondary　vegetation
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Fig．12　Community　dynamics　on　areas　of　peat　soil　in　the　K：ita　and　Minami－Daito－lima．
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ためにも厳重な保護を必要とする。また，防風，防潮

林としてのりュウキュウマツ林もビロウー常緑広葉樹

林への遷移を進行させる管理が望まれる。これらの場

合，ビロウのみを大事にする考えかたは，生態系管理

の立場からは正しくはない。

　集落周辺において，防風や防潮など自然環境の緩和

を目的とした緑地や生垣などを形成する場合，その主

となる植物は，その土地の自然植生の群落構成種から

選定されることが望ましい（奥田・申村1988，1989）。

すでに考察されたように，両島の潜在密然植生は，森

林の発達が困難な低湿地や，幕や海岸の断崖地を除け

ばダイトウセイシボクーダイトウビロゥ群集域とアコ

ウーガジュマル群落域に大きく分けられる。前者はさ

らに2亜群集に下位区分される。これらの群落から適

性植物が選定される。

　ダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集域では常

緑広葉樹の高木性樹木としてダイトウシロダモ，タブ

ノキ，ガジュマル，アカテッ，リュウキュウガキ，モ

クタチバナ，フカノキ，ヤブニッケイ，オオバイヌビ

ワ，アオバノキ，リュウキュウモクセイなど，低木性

樹種としてダイトウセイシボク，グミモドキ，ッゲモ

ドキ，クチナシ，ギョクシンカ，トベラ，ヤエヤマア

オキなどがあげられる。アコウーガジュマル群落域で

は地下水が高いため常緑広葉樹はアコウ，ガジュマル，

タブノキ，フカノキ，モクタチバナなどに限られる。

　キ群集，4．グンバイヒルガオーススキ群落

G．ヨシクラス　1．テツホシダークロミノシンジュ

　ガや群集（新），2．ヒトモトススキ群集，3．ア

　ンペライ群落，4．ヒメガマ群落，5，フトイ群落，

　6。ヒロバノク馬下マガヤッリーキダチキンバイ群

　落，7．ミズワラビ群落

H．ソナレムグラーイソマツクラス　1．ウスジロイ

　ソマツ群落，2，シオカゼテンツキ群落，3．オオ

　ソナレムグラ群落．

1．イソフサギクラス　1．イソフサギ群集，2．ミ

　ルスベリヒユ群集．

J．ヒルムシロクラス　1．イバラモ群落．

K．ホウライシダクラス　1．マツバラン群落，2．

　ヒ感電ニワタリ群集

L．ヨモギクラス　1．クロコウセンガや群落，2．

　ハイキンゴジカ群落，3．ギシギシ群落：．

M．オオバコクラス　1．カラクサナズナーオオバコ

　群落，2．ハイニシキソウーフタシベネズミノオ群

　集．

N．シロザクラス　1．シマニシキソウーハリビユ群

　集

O．ウキクサクラス　1．ホテイアオイ群落

P．植林，その他　1．リュウキュウマッ植林，2．

　ギンネム植林，3，テリハボク生垣，4．モクマオ

　ウ生垣，5．リュウキュウチク群落．

まとめ

　南北両島におけるこれまでの調査結果を総合し，植

林なども含め，44の植生単位が明らかになった。こ

れらの群落単位は植物社会学的には以下のようなクラ

スのもとに位置づけられる。

A．ヤブッバキクラス　1．ダイトウセイシボクーダ

　イトウビロウ群集，2．アコウーガジュマル群落：，

　3．ダイトウワダンーガジュマル群集，4．カラム

　シ一華オイタビ群落，5．シャリンバイ群落．

B．オヒルギクラス　1．オヒルギ群落．

C．アダンーオオハマボウクラス　1．クロミノオキ

　ナワスズメウリーオオハマボウ群集，2．アダン群集

D．ミツバノコマツナギクラス　1．アツバクコ群集，

　2．ボロジノニシキソウーミズガンピ群集，3．イ

　ワザンショウ群落，4．モンパノキークサトベラ群

　集．

E．ハマゴウクラス　1，ハマゴウ群落

F．ススキクラス　1．ダイトウワダンーハチジョウ

　ススキ群落，2．ヒゲスゲ群落，3．ホシダースス

　南北両島とも地形と植生の関係は良く類似しており，

幕内の緩斜面に堆積する洩く開析された適潤土壌であ

る暗赤色土土壌の潜在自然植生はダイトウセイシボクー

ダイトウビロウ群集のフウトウカズラ亜群集である。

さらに，島の周囲に分布する外幕と内幕の間の台地状

の地形で比較的未発達な乾性土壌は同群集，典型亜群

集が配分している。一方，アコウーガジュマル群落が

生育している褐色低地四域は，現存林分の構成種から

類推してタブノキやモクタチバナの優占する森林と考

えられる。

　南北野島における植生退行遷移系列は群落環によっ

て示され，植栽林としてリュウキュウマツ植林，不定

期な刈り取りや火入れによってリュウキュウチク群落

やホシダーススキ群集，ハイキンゴジカ群落，ギシギ

シ群落など，踏圧によりハイニシキソウーフタシベネ

ズミノオ群集，耕作管理条件下ではシマニシキソウー

ハリビユ群集の雑草群落に退行する。

　永続性のある緑豊かな郷土景観を形成するためには，

まずヒメタニワタリ，ユズノバカズラなど貴重な種を

含むダイトウセイシボクーダイトウビロウ群集の保全
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が重要である。また，防風防潮林としてのりュウキュ

ウマッ林もビロウー常緑広葉樹林への遷移を進行させ

る管理が望まれる。さらに，新たに緑地を形成する場

合は潜在自然植生の適合した常緑広葉樹を主体に選定

することが望ましく，ダイトウセイシボクーダイトウ

ビロウ群集域ではダイトウシロダモ，タブノキ，ガジュ

マル，アカテッ，リュウキュウガキ，モクタチバナ，

フカノキ，ヤブニッケイ，オオバイヌビワ，アオバノ

キなど，湿性立地のアコウーガジュマル群落域ではア

コウ，ガジュマル，タブノキ，フカノキ，モクタチバ

ナなどの利用が効果的である。
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